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　５月12日㈯、中登別町の『登別さけ・ますふ
化場』で飼育しているサケの稚魚を登別川に放
流する『サケの稚魚放流体験』が行われました。
　参加者は、稚魚が入ったコップを手に持ち、
一人ひとり丁寧に川へと放流しました。
※関連記事11ページ。
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人がつなぐ架け橋
～デンマーク王国と登別市のきずな～

登別市から約8,700㌔㍍離れた国
『デンマーク王国』
ヨーロッパ大陸に位置するデンマー
ク王国は、海に囲まれた国です。国
土のほとんどが平地で、農業などが
盛んに営まれており、日本はデン
マーク王国から豚肉を多く輸入して
います。世界一幸せな国の一つとし
て知られ、国民は高額の税金を負担
する代わりに福祉サービスの多くを
無料で受けることができる政策を
とっています。また、デンマーク王
国では、バド
ミントンや
ボート、競泳、
自転車競技が
盛んです。

　４月26日㈭・27日㈮にデンマーク王国のフレディ・
スヴェイネ特命全権大使が駐日デンマーク王国大使と
して初めて登別市を訪れました。
　これは、これまで登別市とデンマーク王国（ファ
ボー・ミッドフュン市）が行ってきた草の根の交流と
ともに、東京2０2０オリンピック・パラリンピック競技
大会において、デンマーク王国を相手国としたホスト
タウンの取り組みの一つとして実現したものです。
　今号では、デンマーク王国と登別市とのつながり、
そしてホストタウンの取り組みについて紹介します。

身
近
な
国
『
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
』

　
１
９
９
０
年
、
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
の
フ
ュ
ン

島
に
あ
る
『
イ
ー
エ
ス
コ
ー
城
』
を
モ
デ
ル
と

し
た
水
族
館
『
登
別
マ
リ
ン
パ
ー
ク
ニ
ク
ス
』

の
開
園
式
に
イ
ー
エ
ス
コ
ー
城
主
夫
妻
を
は
じ

め
、
ミ
ッ
ド
フ
ュ
ン
ズ
高
校
の
合
唱
団
総
勢
52

人
が
訪
れ
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
や
市
民
宅
へ

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
、
市
民
と
の
交
流
を
き

っ
か
け
に
、
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
デ
ン

マ
ー
ク
王
国
と
登
別
市
と
の
交
流
。

　
１
９
９
２
年
か
ら
は
、
市
が
毎
年
、
中
学
生

派
遣
団
を
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
に
派
遣
し
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
も
と
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し

な
が
ら
、
現
地
の
中
学
生
や
地
元
の
方
と
交
流

す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
市
内
の
中
学
生
な
ど
、

計
166
人
が
貴
重
な
体
験
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
１
９
９
５
年
に
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
で
、

『
リ
ン
ゲ
・
ウ
ィ
ス
リ
ン
ゲ
登
別
友
好
協
会

（
現
フ
ァ
ボ
ー
・
ミ
ッ
ド
フ
ュ
ン
登
別
友
好
協

2� 人がつなぐ架け橋～デンマーク王国と登別市のきずな～



人がつなぐ架け橋
～デンマーク王国と登別市のきずな～

明
日
へ
の
つ
な
が
り

『
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
・
登
別
市
』

つ
な
が
り
が

生
ん
だ
出
会
い

　
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
と
登
別
市
の
き
ず
な
は
、

多
く
の
人
の
手
に
よ
っ
て
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
『
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
』
は
、
東
京
２
０
２
０
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の

開
催
に
あ
た
り
、
大
会
参
加
選
手
や
参
加
国
の

関
係
者
な
ど
と
人
的
・
経
済
的
・
文
化
的
な
相

互
交
流
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
活
性
化
な

ど
の
推
進
を
目
的
と
し
た
国
の
取
り
組
み
で
す
。

　
市
は
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
を
契
機
に
大

会
参
加
選
手
な
ど
と
多
く
の
市
民
が
交
流
す
る

こ
と
で
、
さ
ら
な
る
国
際
交
流
の
推
進
を
図
る

と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
が
大
会
参
加
者
か
ら

直
接
ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ
を
学
ぶ
こ
と
で
、

「
将
来
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
い
」
と
い

っ
た
夢
や
希
望
を
も
つ
き
っ
か
け
と
す
る
た
め
、

こ
れ
ま
で
交
流
を
重
ね
て
き
た
友
好
都
市
フ
ァ

ボ
ー
・
ミ
ッ
ド
フ
ュ
ン
市
の
あ
る
『
デ
ン
マ
ー

ク
王
国
』
を
相
手
国
と
し
た
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
の

登
録
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
市
は
、
こ
れ
ま
で
の
交
流
を
生
か
し
、
関
係

機
関
に
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
２
０

１
７
年
10
月
に
は
、
駐
日
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
大

使
館
を
訪
問
し
、
フ
レ
デ
ィ
・
ス
ヴ
ェ
イ
ネ
大

使
に
協
力
を
依
頼
。

　
長
年
に
わ
た
る
交
流
の
実
績
が
認
め
ら
れ
、

同
年
12
月
11
日
、
登
別
市
は
デ
ン
マ
ー
ク
王
国

の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

会
）
』
が
設
立
さ
れ
、
登
別
市
内
で
は
『
の
ぼ

り
べ
つ
国
際
交
流
会
』
や
１
９
９
６
年
に
設
立

さ
れ
た
『
登
別
デ
ン
マ
ー
ク
協
会
』
に
よ
り
、

互
い
に
青
年
研
修
員
な
ど
を
定
期
的
に
受
け
入

れ
る
な
ど
、
市
民
に
よ
る
積
極
的
な
交
流
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
自
治
体
間
で
は
、
登
別
市
と
リ
ン
ゲ
市
、
ウ

ィ
ス
リ
ン
ゲ
市
と
の
３
市
で
１
９
９
７
年
に

『
友
好
の
絆
』
を
取
り
交
わ
し
、
２
０
０
７
年

に
は
リ
ン
ゲ
市
と
ウ
ィ
ス
リ
ン
ゲ
市
が
近
隣
市

町
と
合
併
し
て
誕
生
し
た
フ
ァ
ボ
ー
・
ミ
ッ
ド

フ
ュ
ン
市
と
『
友
好
都
市
協
定
』
を
締
結
。
市

民
に
よ
る
活
動
を
自
治
体
も
積
極
的
に
支
援
し

て
い
ま
す
。

　
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
と
登
別
市
と
の
交
流
は
、

今
年
で
29
年
目
を
迎
え
、
親
か
ら
そ
の
子
ど
も

た
ち
へ
と
交
流
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
３
月
に
、
幼
保
一
元
化
施
設
『
コ
ロ
ポ
ッ
ク

ル
の
森
』
の
子
ど
も
た
ち
に
、
ピ
ア
ノ
演
奏
を

披
露
し
て
く
れ
た
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
の
音
楽
家

ポ
ー
ル
・
バ
ル
ス
レ
ウ
さ
ん
も
そ
の
一
人
で
す
。

登
別
マ
リ
ン
パ
ー
ク
ニ
ク
ス
の
開
園
時
に
訪
れ

た
高
校
生
合
唱
団

の
一
人
で
も
あ
っ

た
ポ
ー
ル
さ
ん
は
、

２
０
１
０
年
に
も

子
ど
も
た
ち
と
共

に
登
別
市
を
再
訪

し
、
２
世
代
に
わ

た
り
市
民
と
の
交

流
を
行
っ
て
い
ま

す
。

こ
の
き
ず
な
に
よ
っ
て
、
新
た
な
出
会
い
、
そ

し
て
、
言
語
の
違
い
を
越
え
た
温
か
な
交
流
が

生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
交
流
は
親
か
ら
子
へ
、
子
か
ら
そ
の
子
へ
と

受
け
継
が
れ
、
人
々
の
思
い
が
架
け
橋
と
な
っ

て
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
４
月
26
日
㈭
・
27
日
㈮
、
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
ス
ヴ
ェ

イ
ネ
大
使
が
登
別
市
を
訪
れ
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
訪
問
も
、
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
登
録
へ
の
取
り
組
み
で
で
き
た
つ

な
が
り
に
よ
っ
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　
今
回
の
ス
ヴ
ェ
イ
ネ
大
使
と
の
新
た
な
出
会

い
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
「
も
っ
と
英
語

を
学
び
た
い
」
、
「
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
に
つ
い

て
も
っ
と
知
り
た
い
」
と
い
っ
た
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
市
は
、
引
き
続
き
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
向
け
て
、

デ
ン
マ
ー
ク
王
国
を
応
援
し
、
登
別
市
を
訪
れ

た
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
の
場

を
設
け
る
予
定
で
す
。

　
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

国
・
文
化
と
ふ
れ
あ
う
機
会
と
し
て
、
ホ
ス
ト

タ
ウ
ン
の
取
り
組
み
に
加
え
、
『
国
際
理
解
講

座
』
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

も
身
近
な
国
際
交
流
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※�

ス
ヴ
ェ
イ
ネ
大
使
に
つ
い
て
は
、
９
ペ
ー
ジ

で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
企
画
調
整
グ
ル
ー
プ

�

（
☎
�
１
１
２
２
）

▲�登別マリンパークニクス開園25周年を記念し、登別市を訪れたフ
ァボー・ミッドフュン登別友好協会の会員（2015年７月）

▲�北海道明日中等教育学校の生徒と交
流するスヴェイネ大使

▲�ポールさんによるピアノ
コンサート

3 人がつなぐ架け橋～デンマーク王国と登別市のきずな～



国民健康保険グループからのお知らせ
▶問い合わせ　国民健康保険グループ（☎�１７７１）

区分 ①医療給付費分 ②介護納付金分（40歳以上65歳未満
の加入者がいる場合に算定）　 ③後期高齢者支援金分

（Ａ）
所得割

各加入者の課税標準額（平成29年中
の所得－33万円）の合算額×9.1㌫

40歳以上65歳未満の加入者の課税標
準額（平成29年中の所得－33万円）
の合算額×2.5㌫

各加入者の課税標準額（平成29年中
の所得－33万円）の合算額×2.9㌫

（Ｂ）
均等割 世帯の加入者数×30,000円 40歳以上65歳未満の加入者数×

8,700円 世帯の加入者数×8,400円

（Ｃ）
平等割

29,000円
（１世帯当たりの定額）

5,900円
（１世帯当たりの定額）

8,300円
（１世帯当たりの定額）

合　計
（Ａ）＋（Ｂ）＋（Ｃ）＝①の税額

（課税限度額58万円）
（Ａ）＋（Ｂ）＋（Ｃ）＝②の税額

（課税限度額16万円）
（Ａ）＋（Ｂ）＋（Ｃ）＝③の税額

（課税限度額19万円）

①＋②＋③＝１年間の国民健康保険税額

医療費の抑制にご協力ください

平成30年度国民健康保険税の納税通知書を６月中旬に送付します

●✓ 『かかりつけ医』に行きましょう
　『かかりつけ医』とは、自分や家族の病歴など
を把握している医師のことです。軽い症状のとき
は近所の『かかりつけ医』へ行きましょう。

●✓ 『かかりつけ薬局』を決めましょう
　複数の医療機関から処方された薬剤を１カ所の
薬局で管理することで、同じ薬の処方や誤った飲
み合わせを防ぐなどの効果も期待できます。

●✓ なるべく、同じ病院へ行きましょう
　同じ病気なのに、いくつもの病院に通ってしま
うと、その都度、初診料がかかります。

●✓ ジェネリック医薬品に切り替えましょう
　『ジェネリック医薬品』（後発医薬品）は、先
発医薬品と同等の効能効果をもち、低価格です。
利用については、医師や薬剤師にご相談ください。

●✓ 診療時間内に受診しましょう
　休日・夜間診療は、医療費が高く設定されてい
ます。急病以外は、できるだけ平日の診療時間内
に受診しましょう。

●✓ スイッチＯＴＣ薬に切り替えましょう
　医師の判断が必要だった医薬品を薬局で買える
ようにしたものが『スイッチＯＴＣ薬』です。医
療機関にかからずに医薬品を購入できるので、経
済的負担を減らすことができる可能性があります。●✓ 定期的に健診を受けましょう

　病気の早期発見・治療は、早期回復につながり、
皆さんの経済的負担も少なくなります。市の国民
健康保険に加入している4０歳以上の方は、毎年度
１回、特定健診や各種がん検診を無料で受けるこ
とができますので、詳しくは問い合わせください。

●✓ 生活に運動を取り入れましょう
　市の国民健康保険に加入し、特定健診を受診し
た4０歳以上の方は、市民プール『らくあ』での利
用料助成を受けることができます。

　国民健康保険に加入している皆さんが医療機関で支払う自己負担額以外の
医療費は、皆さんが納めている国民健康保険税や国からの交付金などで賄っ
ています。医療費の増加は、国民健康保険税の値上げにつながりますので、
医療費抑制に向けた取り組みにご協力ください。

◎平成30年度国民健康保険税額の計算方法　

※国民健康保険税は世帯ごとに計算され、低所得世帯は保険税が軽減される場合があります。
※地方税法施行令の一部改正に伴い、『医療給付費分』の課税限度額が54万円から58万円になりました。

平成29年度登別市デンマーク

4� 国民健康保険グループからのお知らせ



壁面広告物

屋上広告物

簡易広告物

簡易
広告物

簡易広告物

簡易広告物

壁面広告物

地上広告物

地上広告物

　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る

も
の
は
営
利
・
非
営
利
に
か
か
わ
ら

ず
『
屋
外
広
告
物
』
に
該
当
し
ま
す
。

○�

常
時
ま
た
は
一
定
の
期
間
、
継
続

し
て
表
示
さ
れ
る
も
の

○�

屋
外
で
表
示
さ
れ
る
も
の

○�

公
衆
に
表
示
さ
れ
る
も
の

○�
看
板
や
立
看
板
、
は
り
紙
、
は
り

札
、
広
告
塔
、
広
告
板
、
建
物
・

そ
の
他
の
工
作
物
な
ど
に
表
示
さ

れ
る
も
の
、
ま
た
は
こ
れ
ら
に
類

す
る
も
の

　
屋
外
広
告
物
の
う
ち
『
簡
易
広
告

物
』
（
屋
外
広
告
物
の
一
例
を
参
照
）

ま
た
は
、
10
平
方
㍍
を
超
え
る
『
固

定
広
告
物
』
を
市
内
に
設
置
す
る
場

合
、
市
の
都
市
政
策
グ
ル
ー
プ
に
申

請
し
て
、
許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
許
可
を
受
け
る
に
は
、
申
請
書
と

見
取
り
図
な
ど
の
図
面
の
ほ
か
、
手

数
料
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
屋
外
広
告
物
の
許
可
期
間

は
、
広
告
物
の
種
類
に
応
じ
て
定
め

ら
れ
て
お
り
、
許
可
期
間
満
了
後
、

引
き
続
き
広
告
物
を
設
置
す
る
と
き

　
条
例
で
は
、
公
衆
に
対
し
、
危
害

を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
屋
外
広
告

物
の
設
置
は
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
広

告
物
を
設
置
す
る
方
は
、
補
修
な
ど

の
必
要
な
管
理
を
行
い
、
良
好
な
状

態
を
保
持
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
10
平
方
㍍
を
超
え
る
『
固

定
広
告
物
』
を
設
置
す
る
場
合
は
、

資
格
を
有
す
る
管
理
者
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

や
設
置
中
の
広
告
物
の
表
示
内
容
を

変
更
す
る
と
き
も
、
許
可
申
請
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。

　
許
可
申
請
の
手
続
き
に
必
要
な
書

類
や
手
数
料
な
ど
に
つ
い
て
、
詳
し

く
は
、
市
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　
近
年
、
北
海
道
内
で
屋
外
広
告
物

の
落
下
事
故
が
相
次
い
で
発
生
し
て

い
ま
す
。

　
条
例
に
基
づ
き
屋
外
広
告
物
の
設

置
許
可
を
受
け
、
適
切
な
安
全
管
理

に
努
め
、
よ
り
良
い
景
観
形
成
の
推

進
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問い合わせ　都市政策グループ（☎�３２３０）

屋外広告物の
設置には■許■可
が必要です

屋外広告物の一例

屋
外
広
告
物

固
定
広
告
物

地上広告物 木や金属など、耐久性のある材料を使用して作成され、
土地に固定された状態で設置されるもの

屋上広告物 建築物の屋上や屋上の工作物に取り付けられるもの

壁面広告物 建築物・その他の工作物の壁面に表示される、または
取り付けられるもの

簡
易
広
告
物

はり紙 紙製やビニール製などで、建築物・その他の工作物、
またはこれら以外の物件に張り付けられるもの

はり札 小型簡易なもので、建築物・その他の工作物に容易に
取り外すことができる状態で取り付けられるもの

立看板 容易に取り外すことができる状態で、建築物・その他
の工作物などに立て掛けられるもの

その広告物は大丈夫？

　ご不明な点がありましたら、
都市政策グループへ気軽に問い
合わせください。

関係する法律の確認も必要と
なります
●�道路上に設置する場合…道路
法に基づく占用許可が必要

●�高さが４㍍を超える場合…建
築基準法に基づく確認申請な
どが必要

条例に違反した場合の罰則に
ついて
　許可を受けずに広告物を設置
したときは5０万円以下の罰金な
ど、違反内容により罰則が適用
されることがあります。

　屋外広告物は、身近な情報を伝える手段として親しまれ、
見る人に楽しさを与え、まちの賑わいを演出します。
　しかし、屋外広告物が無秩序に氾濫すると、景観や自然
環境を損なうことから、北海道では『北海道屋外広告物条
例』を定め、良好な景観の形成に取り組んでいます。

屋
外
広
告
物
と
は

許
可
申
請
の
手
続
き

屋
外
広
告
物
の
安
全
管
理

良
好
な
景
観
形
成
に
向
け
て

5 屋外広告物の設置には許可が必要です



人が輝き　まちがときめく

仲 間 た ち Group

屋外スピーカーの放送を聞き逃したら…確認用ダイヤル（☎�０１９３）

Ｊ
ジ ャ ム

ＡＭＲ
アール

30
『
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｒ
30
』
は
、
30
年
ほ
ど

前
か
ら
続
い
て
い
る
男
女
混
合
の
ミ

ッ
ク
ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
サ
ー
ク
ル

で
す
。
現
在
、
メ
ン
バ
ー
は
20
代
か

ら
50
代
ま
で
の
男
女
20
人
。
毎
週
水

曜
日
の
19
時
か
ら
20
時
50
分
ま
で
、

総
合
体
育
館
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
何
か
運
動
を
始
め
た
い
と
思
っ

て
い
た
と
こ
ろ
、
７
年
前
に
知
人
か

ら
誘
い
を
受
け
、
こ
の
サ
ー
ク
ル
と

出
会
い
ま
し
た
。
も
と
も
と
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
み
ん
な
で
助
け
合
い
な
が
ら

で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
、
と
て
も
楽
し

ん
で
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
す
の
は

代
表
の
高た

か

橋は
し

き
よ
し
さ
ん
。

現
在
は
、
経
験
者
半
分
、
初
心
者

半
分
と
い
っ
た
メ
ン
バ
ー
構
成
で
、

仕
事
帰
り
に
集
ま
っ
て
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
同
サ
ー

ク
ル
に
つ
い
て
高
橋
さ
ん
は
「
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
、
人
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
て
、
心
身
と
も
に
健

康
で
人
生
も
楽
し
め
た
ら
」
と
思
い

を
語
り
ま
す
。

平
成
30
年
３
月
に
加
入
し
た
ば
か

り
の
加か

藤と
う

正ま
さ

人と

さ
ん
は
、
「
ミ
ッ
ク

ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
サ
ー
ク
ル
を
ず

っ
と
探
し
て
い
ま
し
た
。
40
代
に
な

っ
て
も
体
を
動
か
せ
る
こ
と
は
楽
し

い
で
す
」
と
練
習
に
励
み
ま
す
。

ま
た
、
２
年
前
か
ら
札
幌
市
で
開

催
さ
れ
る
ミ
ッ
ク
ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
大
会
に
出
場
し
て
お
り
「
３
年
以

内
に
上
位
を
目
指
す
」
と
や
る
気
を

見
せ
る
高
橋
さ
ん
。
一
緒
に
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
楽
し
め
る
メ
ン
バ
ー
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

見
学
や
入
会
を
希
望
す
る
方
は
高

橋
さ
ん
（
☎
�
４
７
５
１
）
ま
で
。

▲�輪になってアタックなどの基礎練習を
するメンバー

人のつながりを大切に
人生もバレーボールも
楽しく

知
っ
て
備
え
る 

防
災
メ
モ
第
65
回

　
４
月
11
日
㈬
、
大
分
県
中
津
市
で
発
生
し

た
土
砂
災
害
で
は
、
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ

れ
ま
し
た
。

　
土
砂
が
流
れ
て
く
る
と
き
の
破
壊
力
は
非

常
に
大
き
く
、
一
瞬
に
し
て
家
屋
を
飲
み
込

み
、
人
命
を
奪
い
ま
す
。
ひ
と
た
び
起
き
て

し
ま
っ
た
ら
防
ぎ
よ
う
の
な
い
土
砂
災
害
。

自
ら
の
命
を
守
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
こ
と

が
重
要
か
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

日
頃
か
ら
備
え
を
確
認
　

　
ど
の
よ
う
な
災
害
も
日
頃
か
ら
備
え
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る

た
め
に
、
次
の
ポ
イ
ン
ト
を
あ
ら
か
じ
め
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
自
分
の
住
ん
で
い
る
場
所
を
知
る
　

　
土
砂
災
害
の
お
そ
れ
の
あ
る
地
区
は
『
土

砂
災
害
警
戒
区
域
』
や
『
土
砂
災
害
特
別
警

戒
区
域
』
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
気
象
情
報
に
注
意
　

　
雨
が
降
り
始
め
た
ら
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

で
放
送
さ
れ
る
『
大
雨
警
報
（
土
砂
災
害
）
』

や
『
土
砂
災
害
警
戒
情
報
』
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
警
報
や
警
戒
情
報
は
、

緊
急
速
報
メ
ー
ル
や
登
別
市
防
災
メ
ー
ル
で

も
配
信
さ
れ
ま
す
。

○
早
め
の
避
難
　

　
土
砂
災
害
警
戒
情
報
な
ど
が
発
表
さ
れ
た

ら
、
市
は
土
砂
災
害
の
お
そ
れ
の
あ
る
地
区

に
対
し
て
、
避
難
勧
告
な
ど
を
発
令
し
ま
す

の
で
、
速
や
か
に
避
難
行
動
を
と
り
ま
し
ょ

う
。

　
避
難
に
時
間
が
か
か
る
方
は
、
移
動
時
間

も
考
え
て
早
め
に
避
難
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

○
異
変
に
注
意
　

　
大
分
県
の
土
砂
災
害
は
、
発
生
前
に
ま
と

ま
っ
た
雨
が
降
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、

前
兆
現
象
が
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
石
が
落
ち
て
く
る
」
、
「
ゴ
ー
と
地
鳴

り
が
聞
こ
え
る
」
な
ど
の
異
変
を
感
じ
た
ら

速
や
か
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　
指
定
さ
れ
た
区
域
は
、

総
務
グ
ル
ー
プ
や
市
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
確

認
で
き
ま
す
。

※�

指
定
さ
れ
て
い
な
い
場
所
で
も
、
崖
や
山
、

沢
が
近
く
に
あ
れ
ば
、
日
頃
か
ら
注
意
が

必
要
で
す
。

土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

▼
問
い
合
わ
せ

　
総
務
グ
ル
ー
プ（
☎
�
１
１
３
０
）

6� 知って備える防災メモ・仲間たち



▶問い合わせ　子育てグループ（☎�５６３４）
　　　　　　　障がい福祉グループ（☎�３７３２）

▶問い合わせ　子育てグループ
� （☎�５６３４）

　児童手当を受給されている方は、
毎年６月１日から３０日までの間に
『現況届』を提出する必要がありま
す。
　受給されている方には５月末に書
類を送付していますので、必ず期間
中に提出してください。
　提出されない場合、６月分以降の
手当が支給停止となりますのでご注
意ください。
▶受付期間　
６月１日㈮～29日㈮９時～17時３０分
※土・日曜日を除く。
▶受付場所　
子育てグループ（郵送可）
※�郵送の場合は、６月３０日㈯までの
消印有効。

◎�６月８日㈮・14日㈭1０時～16時…
鷲別公民館
◎�６月18日㈪11時～1３時…
　婦人センター
◎６月22日㈮11時～1３時…
　登別温泉ふれあいセンター

対�

象
　
中
学
校
卒
業
前
ま
で
の
子
ど

も
（
15
歳
到
達
後
、
最
初
の
３
月

31
日
を
迎
え
る
ま
で
）
を
養
育
し

て
い
る
方

手
当
月
額

◦
３
歳
未
満
…
１
万
５
千
円

◦�

３
歳
か
ら
小
学
校
卒
業
前
ま
で
の

第
１
子
・
第
２
子
…
１
万
円

◦�
３
歳
か
ら
小
学
校
卒
業
前
ま
で
の

第
３
子
以
降
…
１
万
５
千
円

◦
中
学
生
…
１
万
円

※�

所
得
が
一
定
額
以
上
の
場
合
は
、

子
ど
も
一
人
に
つ
き
５
千
円
。

※�

子
ど
も
の
数
え
方
は
、
18
歳
到
達

後
、
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間

に
あ
る
子
ど
も
を
数
え
ま
す
。

支
給
月
　
２
月
・
６
月
・
10
月

問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
Ｇ

�

（
☎
�
５
６
３
４
）

対�

象
　
父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、

父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同
一
に
し

て
い
な
い
子
ど
も
（
18
歳
到
達
後
、

最
初
の
３
月
31
日
を
迎
え
る
ま
で
）

を
養
育
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭

の
方
な
ど

※�

政
令
で
定
め
る
障
が
い
の
あ
る
子

対�

象
　
政
令
で
定
め
る
障
が
い
の
あ

る
20
歳
未
満
の
子
ど
も
を
養
育
し

て
い
る
方

手
当
月
額

対�

象
　
重
度
の
障
が
い
の
あ
る
20
歳

未
満
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る

方
手
当
月
額
　
１
万
円

支
給
月
　
１
月
・
５
月
・
９
月

問
い
合
わ
せ
　
障
が
い
福
祉
Ｇ

�

（
☎
�
３
７
３
２
）

対�

象
　
日
常
生
活
に
お
い
て
在
宅
で

対�

象
　
災
害
や
事
故
な
ど
に
よ
り
、

父
や
母
を
亡
く
し
た
、
ま
た
は
父

や
母
が
重
度
の
障
が
い
状
態
に
な

っ
た
と
き
、
そ
の
子
ど
も
（
小
・

中
学
生
）
を
養
育
し
て
い
る
方

手
当
月
額
　
１
万
円

支
給
月
　
３
月
・
９
月

問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
Ｇ

�

（
☎
�
５
６
３
４
）

児
童
手
当

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

重
度
心
身
障
害
児
介
護
手
当

障
害
児
福
祉
手
当

災
害
遺
児
手
当

ど
も
は
20
歳
に
達
す
る
ま
で
。

手
当
月
額
　
４
万
２
千
500
円

※�

第
２
子
は
１
万
40
円
、
第
３
子
以

降
は
６
千
20
円
を
加
算
。

※�

養
育
者
ま
た
は
同
居
親
族
（
養
育

者
の
父
母
、
き
ょ
う
だ
い
な
ど
）

の
所
得
や
前
年
１
年
間
の
養
育
費
、

公
的
年
金
な
ど
が
一
定
額
以
上
の

場
合
は
、
手
当
が
減
額
あ
る
い
は

支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

支
給
月
　
４
月
・
８
月
・
12
月

問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
Ｇ

�

（
☎
�
５
６
３
４
）

◦
１
級
（
重
度
）
…
５
万
１
千
700
円

◦
２
級
（
中
度
）
…
３
万
４
千
430
円

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

支
給
月
　
４
月
・
８
月
・
11
月

問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
Ｇ

�

（
☎
�
５
６
３
４
）

常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
重
度
障

が
い
の
あ
る
20
歳
未
満
の
子
ど
も

手
当
月
額
　
１
万
４
千
650
円

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

支�

給
月
　
２
月
・
５
月
・
８
月
・
11

月
問
い
合
わ
せ
　
障
が
い
福
祉
Ｇ

�

（
☎
�
３
７
３
２
）

児童手当を受給されている方へ

～現況届の出張受付を行います～

子育てに関す
る　

各種手当につ
いて

※問い合わせ中の『Ｇ』は『グループ』の略です。

7 子育てに関する各種手当について



　
昭
和
43
年
９
月
20
日
に
制
定
さ
れ
た
『
登
別
町
民
憲
章
』
は
、
昭
和

45
年
の
市
制
施
行
に
伴
い
、
『
登
別
市
民
憲
章
』
と
改
称
し
、
よ
り
よ

い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
の
基
本
的
な
市
民
の
心
構
え
と
し
て
、
市
民
の

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
連
載
の
３
回
目
と
し
て
、
豊
か
な
心
を
育
み
、
日
々
の

生
活
に
潤
い
を
与
え
て
く
れ
る
自
然
の
大
切
さ
を
伝
え
る
一
章
を
紹
介

し
ま
す
。

　
『
登
別
市
民
憲
章
』
が
平
成
30
年
度
に
制
定
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
今
一
度
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
『
登
別
市
民
憲
章
』
に
込
め
ら
れ
た

想
い
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
登
別
市
の
未
来
へ
継
承
す
る
た
め
、
五
つ

の
章
を
一
章
ず
つ
紹
介
し
ま
す
。

＝3＝

実践活動の例

2018� 1968
市民憲章制定50周年

●�美しい自然に囲まれた登別の
四季折々の素晴らしい景色を
発見しましょう。
●�地域活動に参加し、家の周り
など、身近なところからきれ
いにしましょう。
●�花のいっぱいあるまちにしま
しょう。
●ポイ捨てをやめましょう。

　この章のキーワードは、『自然』です。
　私たちのまち『のぼりべつ』は、美しく豊かな自然に恵まれたまちです。
　しかし、そこに暮らす私たち一人ひとりが、自然に接し、自然の素晴らし
さを学び、愛し、共に生きていく心構えをもたなければ、未来にこの素晴ら
しい環境を残すことはできません。
　そのためには、子どもの頃から、ふるさとの自然を学び、感謝し、支え合
いながら守っていく心をはぐくむことが大切です。
　季節の移り変わりとともに、豊かな彩りを見せてくれるふるさとの自然。
木々の緑や川のせせらぎ、市民の皆さんの手による色とりどりの花だん。人
と自然が調和した美しいまちを次世代へ継承するため、できることから取り
組んでみませんか。

問い合わせ　市民協働グループ（☎�１０７９）・登別市民憲章推進協議会事務局連絡所（市民協働グループ内）

毎
日
の
生
活
に

市
民
憲
章
を

一　自然を愛し　力をあわせて　緑と空気と太陽の
　　いっぱいあるきれいなまちをつくりましょう

フレディ スヴェイネ
駐日デンマーク王国特命全権大使

▲�ＪＲ幌別駅前で行われた花
だん整備（登別市連合町内
会主催）

◀�キウシト湿原に咲くミズバ
ショウ

　わたしたちは　古い歴史と美しい自然に恵まれた
登別の市民です
　ここに　わたしたちの心がまえを定めてよりよい
まちをつくることに努めます

一　心身をきたえよく働いて　活気あふれる�
� 豊かなまちをつくりましょう
一　親切をつくし　きまりを守って　明るく�
� 住みよいまちをつくりましょう
一　自然を愛し　力をあわせて　緑と空気と太陽の�
� いっぱいあるきれいなまちをつくりましょう
一　未来をつくる青少年の　健全な�
� 夢の育つまちをつくりましょう
一　教養をつみ　視野を広げて　平和で文化の�
� かおり高いまちをつくりましょう

登別市民憲章

8� 市民憲章制定50周年



「
豊
か
な
緑
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
母

国
に
い
る
よ
う
な
感
覚
を
覚
え
ま
し
た
。

違
う
と
こ
ろ
は
、
山
が
あ
る
こ
と
ぐ
ら

い
で
す
ね
」
と
登
別
市
の
印
象
を
語
っ

た
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
の
フ
レ
デ
ィ
・
ス

ヴ
ェ
イ
ネ
特
命
全
権
大
使
。

現
在
、
２
回
目
と
な
る
駐
日
デ
ン

マ
ー
ク
王
国
大
使
の
任
に
付
い
て
お
り
、

い
つ
も
日
本
の
『
お
も
て
な
し
の
心
』

に
感
銘
を
受
け
て
い
る
と
い
う
大
使
は
、

幌
別
中
学
校
で
生
徒
を
含
む
市
民
計
255

人
に
対
し
て
行
っ
た
講
演
会
の
中
で
、

ス
テ
ー
ジ
か
ら
降
壇
し
、
子
ど
も
た
ち

の
近
く
ま
で
行
っ
て
質
問
に
答
え
る
な

ど
、
と
て
も
気
さ
く
に
子
ど
も
た
ち
と

接
し
て
く
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
王
国
の
文

化
や
ス
ポ
ー
ツ
に
加
え
、
子
ど
も
た
ち

を
育
て
る
と
き
に
大
切
に
し
て
き
た
３

つ
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
大
使
。

北
海
道
明
日
中
等
教
育
学
校
で
は
、

高
校
に
あ
た
る
後
期
課
程
の
全
生
徒
に

対
し
て
「
誰
か
が
し
て
く
れ
る
の
を
待

た
ず
に
、
個
々
が
持
っ
て
い
る
才
能
を

信
じ
て
、
自
分
自
身
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
ほ
し
い
」
と
熱
い
エ
ー
ル
を
送
っ
た

大
使
。
次
回
は
夫
人
と
共
に
登
別
市
を

訪
れ
た
い
と
い
う
大
使
は
、
「
限
り
な

い
可
能
性
を
秘
め
た
子
ど
も
た
ち
と
出

会
え
た
こ
と
が
幸
せ
で
し
た
」
と
登
別

市
で
の
出
会
い
に
温
か
な
笑
み
を
浮
か

べ
て
い
ま
し
た
。

「
１
つ
目
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
。
一
人

で
は
な
く
、
力
を
合
わ
せ
て
何
か
を
成

し
遂
げ
る
こ
と
は
と
て
も
大
事
な
こ
と

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
２
つ
目
は
、

想
像
力
を
豊
か
に
す
る
こ
と
で
す
。
デ

ン
マ
ー
ク
王
国
が
世
界
に
誇
る
玩
具
と

し
て
小
さ
な
ブ
ロ
ッ
ク
を
組
み
立
て
る

こ
と
で
色
々
な
も
の
を
つ
く
り
出
す

『
レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
』
が
あ
り
、
想
像
力

を
養
う
代
表
的
な
玩
具
と
い
え
ま
す
。

そ
し
て
、
３
つ
目
の
一
番
重
要
な
こ
と

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
興
味
を
も
っ

て
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
気
に
な
る
こ

と
が
あ
れ
ば
質
問
を
投
げ
か
け
る
こ
と
。

そ
の
問
い
に
対
す
る
答
え
を
得
る
こ
と

で
、
成
長
し
、
自
信
に
も
な
っ
て
い
く

は
ず
で
す
」
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と

か
ら
、
互
い
を
知
り
、
成
長
す
る

子
ど
も
た
ち
に
送
る
言
葉

1957年、デンマーク王国生まれ。60歳。
1982年、デンマーク王国の外務省に入省し、在ブリュッセル・
デンマークＥＵ代表部書記官を経て、2005年９月、駐日デンマ
ーク王国大使として日本に駐在。その後、駐インド大使（ブー
タン・スリランカ・モルディブ兼任）などを歴任し、2015年８
月より、２度目となる駐日デンマーク王国大使となる。家族は、
妻と４人の子ども。

　平成３０年４月26日㈭・27日㈮に登別市を訪
問したデンマーク王国のフレディ・スヴェイ
ネ特命全権大使。幌別中学校では同校の全校
生徒をはじめ、多くの市民に対して講演を行
い、また、北海道明日中等教育学校では生徒
と英語のみで交流を図りました。
　今号では、交流の中で、スヴェイネ大使が
子どもたちへ伝えた思いをご紹介します。

自信をもって挑戦
することで未来は
切り開かれる

▲�生徒に直接質問を投げかけるスヴェ
イネ大使（幌別中学校）

フレディ スヴェイネ
駐日デンマーク王国特命全権大使
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４
月
21
日
㈯
、
冬
期
間
休
園
し
て
い
た
『
キ
ウ
シ
ト

湿
原
』
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
市
は
、
市
内
に
あ
る
良
好
な
景
観
で
豊
か
な
み
ど
り

の
一
つ
と
し
て
、
環
境
省
の
『
日
本
の
重
要
湿
地
500
』

に
選
定
さ
れ
て
お
り
、
希
少
な
野
生
生
物
や
約
290
種
類

ほ
ど
の
植
物
が
生
息
し
て
い
る
キ
ウ
シ
ト
湿
原
を
第
1

号
の
『
登
別
景
観
・
み
ど
り
遺
産
』
に
指
定
し
て
い
ま

す
。

　
住
宅
街
の
片
隅
に
残
さ
れ
た
登
別
の
原
風
景
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
同
湿
原
は
、
11
月
18
日
㈰
ま
で
の
９
時

30
分
か
ら
17
時
ま
で
（
原
則
月
曜
日
が
休
園
日
）
開
園

し
て
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
来
園
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

『
キ
ウ
シ
ト
湿
原
』
開
園

市
街
地
に
残
る
原
風
景

▲�遭難事故が多発している地域に設置した看板

　
雪
解
け
が
進
み
、
草
花
が
芽
を
出
し
始
め
る
時
期
を

迎
え
た
４
月
25
日
㈬
、
市
は
遭
難
事
故
防
止
を
呼
び
掛

け
る
看
板
を
上
登
別
町
や
鉱
山
町
に
設
置
し
ま
し
た
。

　
市
内
で
は
、
山
菜
採
り
に
出
掛
け
、
遭
難
す
る
事
故

が
後
を
絶
た
ず
、
平
成
28
年
度
は
３
件
、
平
成
29
年
度

に
は
４
件
発
生
し
て
お
り
、
命
に
関
わ
る
事
故
も
発
生

し
て
い
ま
す
。
毎
年
の
よ
う
に
入
山
し
て
い
る
か
ら
大

丈
夫
と
い
っ
た
油
断
は
禁
物
で
す
。
気
象
情
報
を
確
認

し
、
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
す
る
、
行
き
先
や
帰
宅
予

定
時
間
を
家
族
に
伝
え
る
、
携
帯
電
話
や
非
常
食
な
ど

を
携
行
す
る
な
ど
の
心
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

山
菜
採
り
に
よ
る
遭
難
事
故
防
止
啓
発
看
板
設
置

山
菜
採
り
よ
り
も

大
切
な
も
の
が
あ
り
ま
す

4
� 2１

▲�『ＮＰＯ法人キウシト湿原・登別』
（写真右）のメンバーから動植物の
説明を受けることができるキウシト
湿原

▲�最後の力を振り絞りゴールへ向かう子どもたち

▲�号砲とともに笑顔で走り
出すランナー

　
５
月
13
日
㈰
、
市
営
陸
上
競
技
場
を
発
着
地
点
と
し
て
『
第

43
回
登
別
こ
い
の
ぼ
り
マ
ラ
ソ
ン
』
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
模
様
と
な
り
ま
し
た
が
、
市
内

外
か
ら
約
900
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
市
営
陸
上
競
技
場
に
集
結
。
ス

タ
ー
ト
前
の
開
会
式
で
、
合ご

う

田だ

和か
ず

彦ひ
こ

実
行
委
員
長
か
ら
「
日
頃

の
鍛
錬
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
て
、
ぜ
ひ
完
走
し
て
く
だ
さ

い
」
と
鼓
舞
さ
れ
た
参
加
者
は
、
幼
児
400
㍍
や
３
㌔
㍍
・
５
㌔

㍍
・
10
㌔
㍍
の
４
種
目
に
分
か
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
で
健

脚
を
競
い
ま
し
た
。

　
今
年
も
３
人
で
チ
ー
ム
を
組
み
、
個
人
の
合
計
タ
イ
ム
を
競

う
『
団
体
戦
』
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
『
コ
ス
プ
レ
ラ
ン
ナ
ー
』

に
は
特
別
賞
が
用
意
さ
れ
、
沿
道
に
集
ま
っ
た
多
く
の
市
民
は
、

ゴ
ー
ル
を
目
指
す
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
に
温
か
い
声
援
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。

　
３
㌔
㍍
親
子
部
門
に
お
母
さ
ん
と
参
加
し
、
見
事
ゴ
ー
ル
し

た
若
草
小
学
校
１
年
生
の
原は

ら

明め
い

愛あ

さ
ん
は
、
「
暑
か
っ
た
け
ど
、

楽
し
か
っ
た
」
と
雨
と
汗
で
ぬ
れ
な
が
ら
も
、
元
気
い
っ
ぱ
い

に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

第43回登別こいのぼりマラソン
雨にも負けず駆け抜ける

4
� 25

5
� １3

この記事の関連動画を
次の方法でご覧いただ
けます。
・ＵＲＬ：
https：//www.you
tube.com/user/
Noboribetsu
Official/videos
・市フェイスブック
・二次元バーコード
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▲�多くの意見をいただいた市民説明会（市民会館）

▲�市民説明会で配布した『登別市本庁舎建設基本構
想（案）』と『幌別地区と鷲別地区の消防体制に
ついて（素案）』

5
� １2

　
５
月
12
日
㈯
、
市
立
図
書
館
で
、
絵
本
作
家
の
堀ほ

り

川か
わ

真ま
こ
とさ

ん
に
よ
る
『
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
』
（
市
教
育
委
員
会
主
催
）
を
行
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
の
頃
か
ら
、
図
書
館
に
親
し
み
を
も
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
絵
本
作
家
と
い
う
本
業

の
傍
ら
、
道
内
を
中
心
に
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た

工
作
教
室
な
ど
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
堀
川
さ
ん

を
招
い
た
こ
の
催
し
。

　
参
加
し
た
親
子
約
30
人
は
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
だ

け
で
は
な
く
、
絵
本
が
で
き
た
き
っ
か
け
を
聞
い
た
り
、

子
ど
も
た
ち
の
似
顔
絵
を
描
い
て
も
ら
っ
た
り
す
る
な

ど
、
あ
っ
と
い
う
間
の
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

笑
顔
と
笑
い
声
溢
れ
る

▲�堀川さんの読み聞かせに耳を澄ます子どもたち

▲�

堀
川
さ
ん
の
野
球

チ
ー
ム
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
作
品

　
５
月
12
日
㈯
、
中
登
別
町
の
『
登
別
さ
け
・
ま
す
ふ

化
場
』
で
飼
育
し
て
い
る
サ
ケ
の
稚
魚
を
登
別
川
に
放

流
す
る
『
サ
ケ
の
稚
魚
放
流
体
験
』
（
登
別
中
学
校
区

地
域
教
育
協
議
会
主
催
）
が
行
わ
れ
、
登
別
小
学
校
の

児
童
な
ど
、
24
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
同
体
験
は
、
登
別
中
学
校
区
学
校
支
援
事
業
の
一
環

と
し
て
毎
年
行
っ
て
お
り
、
飼
育
池
の
稚
魚
に
餌
や
り

を
行
っ
た
ほ
か
、
５
㌢
㍍
ほ
ど
に
成
長
し
た
約
300
匹
の

稚
魚
を
放
流
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
登
別
小
学
校
４
年
生
の
正ま

さ

近ち
か

帆ほ

乃の

佳か

さ
ん

は
、
「
サ
ケ
が
大
き
く
な
っ
て
帰
っ
て
く
る
の
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

サ
ケ
の
稚
魚
放
流
体
験

サ
ケ
の
成
長
の
お
手
伝
い

▲�『登別さけ・ますふ化場』で飼育している約300万匹のサケ
の稚魚に餌をやる子どもたち

5
� １2

5
１5～１8

　
５
月
15
日
㈫
か
ら
18
日
㈮
に
か
け
て
、
市
内
４

カ
所
で
『
登
別
市
本
庁
舎
建
設
基
本
構
想
（
案
）
』

と
『
幌
別
地
区
と
鷲
別
地
区
の
消
防
体
制
に
つ
い

て
（
素
案
）
』
の
市
民
説
明
会
（
市
主
催
）
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
説
明
会
で
は
、
平
成
29
年
度
の
地
区
懇
談
会
な

ど
の
場
で
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い

た
意
見
や
要
望
な
ど
を
参
考
に
、
新
庁
舎
の
基
本

的
な
考
え
方
を
ま
と
め
た
『
登
別
市
本
庁
舎
建
設

基
本
構
想
（
案
）
』
の
ほ
か
、
将
来
の
消
防
力
の

あ
り
方
を
見
据
え
た
『
幌
別
地
区
と
鷲
別
地
区
の

消
防
体
制
に
つ
い
て
（
素
案
）
』
に
つ
い
て
、
図

表
な
ど
を
用
い
て
市
の
考
え
方
を
説
明
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
市
は
、
今
後
も
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
に

よ
り
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
ま

ち
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
市
役
所
本
庁
舎
や
安
全

安
心
な
生
活
の
要
と
な
る
消
防
本
署
に
つ
い
て
検

討
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

『登別市本庁舎建設基本構想（案）』と『幌別地区と
鷲別地区の消防体制について（素案）』の市民説明会

まちづくりの拠点を
市民の皆さんとともに
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く
ら
し
の
ガ
イ
ド

市
や
国
、
道
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
と

住
ま
い

７月の粗大ごみ収集

収集の申し込み　㈲登和清掃（☎�０２００）
※土・日曜日、祝日を除く９時～17時。
※電話のかけ間違いに十分注意してください。
その他の問い合わせ　環境対策グループ
（クリンクルセンター内・☎�２９５８）

　
効
率
よ
く
夏
季
の
執
務
を
行
う
た

め
、
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
な
ど
の
軽
装
で

執
務
し
ま
す
。

期
間
　
６
月
１
日
㈮
～
９
月
30
日
㈰

問
い
合
わ
せ
　
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
３
０
）

　
市
教
育
委
員
会
は
、
教
科
書
の
適

正
な
採
択
と
教
育
関
係
者
の
教
科
書

　
市
・
道
民
税
（
普
通
徴
収
第
１

期
）
、
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴

収
第
１
期
）
の
納
期
限
は
７
月
２
日

㈪
で
す
。

　
納
付
に
は
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
払
い
が
便
利
で
す
。

問�

い
合
わ
せ
　
税
務
Ｇ
（
☎
�
１
１

５
５
）
、
国
民
健
康
保
険
Ｇ
（
☎

�
１
７
７
１
）

校
の
道
徳
を
除
く
全
教
科
、
中
学

校
の
道
徳
は
、
今
回
展
示
す
る
も

の
の
中
か
ら
採
択
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
６
２
）

　
６
月
１
日
㈮
か
ら
７
日
㈭
ま
で
は

『
水
道
週
間
』
で
す
。

　
市
は
、
水
道
週
間
に
合
わ
せ
、
登

別
市
管
工
事
業
協
同
組
合
の
協
力
を

得
て
、
浄
水
場
な
ど
の
施
設
周
辺
の

清
掃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
水
道
Ｇ

�

（
☎
�
５
５
１
０
）

研
究
な
ど
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
教
科
書

に
対
す
る
理
解
や
関
心
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

展�

示
期
間
　
６
月
15
日
㈮
～
28
日
㈭

９
時
～
20
時
（
土
・
日
曜
日
は
９

時
～
18
時
）

場
所
　
市
民
会
館
１
階

展
示
内
容
　

・�

小
学
校
用
教
科
書
の
見
本
（
平
成

27
年
度
か
ら
使
用
）

・�

中
学
校
用
教
科
書
の
見
本
（
平
成

28
年
度
か
ら
使
用
）

・�

市
内
で
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
文

部
科
学
省
の
検
定
を
受
け
た
教
科

書
の
見
本

※�

平
成
31
年
度
か
ら
使
用
す
る
小
学

は
、
登
別
市
内
に
本
店
ま
た
は
支

店
、
営
業
所
も
し
く
は
出
張
所
を

設
け
て
い
る
こ
と

※�

補
助
の
条
件
は
こ
の
他
に
も
あ
り

ま
す
の
で
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

補
助
額
　

・
基
本
額
…
70
万
円

・�

加
算
額
…
子
ど
も
一
人
に
つ
き
10

万
円
（
上
限
30
万
円
）

※�

同
居
し
て
い
る
18
歳
未
満
の
子
ど

も
。

問
い
合
わ
せ
　
都
市
政
策
Ｇ

�

（
☎
�
３
２
３
０
）

　
市
は
、
自
己
が
居
住
す
る
た
め
に

空
き
家
を
取
得
し
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
を
行
う
所
有
者
に
、
工
事
に
か
か

る
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
を

創
設
し
ま
し
た
。

主
な
交
付
条
件
　

・
自
己
の
居
住
用
で
あ
る
こ
と

・�

登
別
市
空
き
家
情
報
登
録
制
度
に

登
録
さ
れ
て
い
る
空
き
家
を
取
得

す
る
こ
と

・�

取
得
す
る
空
き
家
は
、
昭
和
57
年

以
降
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
で
あ
る

こ
と

・
300
万
円
以
上
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

で
あ
る
こ
と
（
消
費
税
及
び
地
方

消
費
税
に
相
当
す
る
額
を
除
く
）

・�

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
う
事
業
者

※�

毎
月
第
４
水
曜
日
に
情
報
伝
達
訓

練
で
、
サ
イ
レ
ン
の
吹
鳴
な
ど
を

行
う
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
３
０
）

　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
）
を
用
い
た
情
報
伝
達
訓
練

の
た
め
、
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

　
実
際
の
災
害
と
お
間
違
い
の
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
時
　
６
月
27
日
㈬
14
時
ご
ろ

場
所
　
市
内
全
域

※�

気
象
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

市
職
員
は
軽
装
で
執
務
し
ま
す

平
成
30
年
度
教
科
書
展
示
会

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

水
道
週
間

～
水
道
水
　
安
全
お
い
し
い
　
金
メ
ダ
ル
～

空
き
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の

一
部
を
補
助
し
ま
す

防
災
行
政
無
線
の

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す

地　区 収集期間 申込期間

若山町 ７月２日㈪～
７月７日㈯　

６月18日㈪～
６月29日㈮　

登別東町 ７月９日㈪～
７月14日㈯　

６月25日㈪～
７月６日㈮　

鷲別町４～６丁
目

７月16日㈪～
７月21日㈯　

７月２日㈪～
７月1３日㈮　

新川町 ７月2３日㈪～
７月28日㈯　

７月９日㈪～
７月2０日㈮　

富士町 ７月３０日㈪～
８月４日㈯　

７月17日㈫～
７月27日㈮　

※�粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１枚１６０円）』
を貼って出してください（１回につき５品まで）。
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



　
山
岳
遭
難
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
、
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・�

自
分
の
体
力
と
技
量
に
あ
っ
た
山

を
選
び
、
ゆ
と
り
あ
る
計
画
と
十

分
な
装
備
で
安
全
な
登
山
を
心
掛

け
る

・�

登
山
計
画
書
を
作
成
し
、
家
族
や

職
場
の
ほ
か
、
最
寄
り
の
警
察
署

や
交
番
、
駐
在
所
に
も
提
出
す
る

・�

経
験
豊
富
な
リ
ー
ダ
ー
の
も
と
、

複
数
人
で
の
登
山
に
努
め
、
単
独

登
山
は
控
え
る

・�

ヒ
グ
マ
と
の
遭
遇
を
避
け
る
た
め
、

あ
ら
か
じ
め
ヒ
グ
マ
の
出
没
情
報

を
確
認
す
る
ほ
か
、
人
の
存
在
を

知
ら
せ
る
た
め
音
を
出
し
な
が
ら

　
６
月
は
『
外
国
人
労
働
者
問
題
啓

発
月
間
』
で
す
。

　
外
国
人
は
次
の
点
を
守
っ
て
適
正

に
雇
用
し
ま
し
ょ
う
。

・�

就
労
が
認
め
ら
れ
る
か
、
在
留
資

格
を
確
認

・�

雇
用
や
離
職
時
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

へ
の
届
け
出

・
社
会
保
険
な
ど
の
加
入

問�

い
合
わ
せ
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭

（
☎
�
８
６
８
９
）
、
室
蘭
労
働

基
準
監
督
署
（
☎
�
６
１
３
１
）

税
納
税
通
知
書
に
同
封

問
い
合
わ
せ
　
国
民
健
康
保
険
Ｇ

�

（
☎
�
１
７
７
１
）

　
市
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方
の
健
康
の
保
持
・
増
進
の

た
め
、
加
入
者
の
健
康
情
報
の
分
析

と
市
の
保
健
事
業
に
つ
い
て
掲
載
し

て
い
る
『
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
』

（
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
）
を
送
付
し
ま

す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

送�

付
時
期
　
６
月
の
国
民
健
康
保
険

歩
く

・�

遭
難
し
た
と
き
の
た
め
に
、
携
帯

電
話
な
ど
の
通
信
手
段
を
携
行
す

る
問�

い
合
わ
せ
　
室
蘭
警
察
署
地
域
課

企
画
係
（
☎
�
０
１
１
０
）

　
６
月
１
日
㈮
か
ら
10
日
㈰
ま
で
は

『
電
波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強

化
期
間
』
で
す
。

　
総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局
で
は
、

電
波
の
監
視
を
実
施
し
、
不
法
無
線

局
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

　
電
波
に
関
す
る
困
り
事
や
相
談
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
総
務
省
北
海
道
総
合

通
信
局
（
☎
011

－

737

－

０
０
９
９
）

夏
山
遭
難
の
防
止

外
国
人
労
働
者
問
題
啓
発
月
間

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
を

送
付
し
ま
す

～
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
へ
～

電
波
利
用
環
境
保
護

周
知
啓
発
強
化
期
間

防災行政無線で
音楽放送を行います
▶問い合わせ　総務グループ
　　　　　　（☎�１１３０）
　市は、市民の皆さんに防災行政無線
（屋外スピーカー）による放送範囲を把
握していただくとともに、機器の日常点
検のため、４月９日㈪から1３日㈮まで試
験放送を実施しました。
　この放送に関する市民の皆さんの意見
などを踏まえ、放送時間や音量、音質な
どを変更し、改めて試験放送を実施しま
す。
▶試験放送期間　
　６月11日㈪～８月1０日㈮
▶放送時刻・内容　
　①７時ごろ…椰

や

子
し

の実
　②12時ごろ…いい湯だな
　③17時ごろ…夕焼け小焼け
※�災害発生時など、音楽の放送を行わな
い場合があります。

▶問い合わせ　水道グループ（☎�５５０１）

水道料金の改定について
～住民説明会と第２回水道事業運営審議会の

開催結果をお知らせします～
　市は、現在水道料金の改定を検討しており、
これまで、水道料金の改定案や改定の必要性
を審議するために設置された『水道事業運営
審議会』を開催してきました。
　このたび、４月2０日から24日までに、市内
３カ所で、現時点における市の考え方をお知
らせするための住民説明会を開催したほか、
４月27日には、第２回水道事業運営審議会を
開催しましたので、その中で出された主な意
見をお知らせします。
　今後は、住民説明会での市民の皆さんの声
や審議会からの意見を参考に、市の方針を決
定します。開催結果については、広報のぼり
べつや市公式ウェブサイトでお知らせしてい
きます。

住民説明会での主な意見
○�水道施設の老朽化や給水人口の減少で、料
金収入が少なくなることは理解できるが、
未収金があるのであれば、その対策をしっ
かりと行ってほしい。
○2０㌫程度の料金改定はやむを得ない。
○�事業運営ができなくなるのであれば、その
不足分は市が税金を投入すべき。

審議会での主な意見
○�最小限の経費で市民負担を抑えるような施
設運営が必要。
○�施設の現状を考えると、料金改定はやむを
得ない。
○�水道事業の現状を市民の皆さんに伝える機
会を確保することが必要。

◀�

住
民
説

明
会

◀�

審
議
会

開催結果の詳細については、市公式
ウェブサイトに掲載しています
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パブリックコメント
（意見公募）のお知らせ

▶市の人権擁護委員　
氏名 住所 電話番号

森口　達（もりぐち　さとる） 鷲別町 ☎�７１４９
渋谷　隆芳（しぶや　りゅうほう）登別温泉町 ☎�２３５９
髙橋　敏夫（たかはし　としお） 中央町 ☎�３５６２
畠山　基子（はたけやま　もとこ） 登別本町 ☎�０２３４
白戸　邦昭（しらと　くにあき） 若草町 ☎�２３２８
中西　広満（なかにし　ひろみつ） 若草町 ☎�９６４２
森　正名（もり　まさな） 富士町 ☎�０５４３
三澤　由比子（みさわ　ゆいこ） 若山町 ☎�１７９０

人権擁護委員を紹介します

▶案件名　登別市本庁舎建設基本構想（案）
▶�概要　まちづくりの拠点、防災の要としての役割を十分
に果たし、市民のよりどころとして長く親しまれ、活用
できる新たな本庁舎の建設に向け、基本方針や位置、機
能、規模など新庁舎に関する基本的な市の考え方をまと
めたもの
▶募集期間　６月６日㈬～７月５日㈭
▶�閲覧場所　市役所１階市民ロビー、各支所、市民会館、
しんた21、市立図書館、市立図書館アーニス分館、市民
活動センター、総務グループに備え付けるほか、市公式
ウェブサイトにも掲載しています
▶�意見の提出方法　閲覧場所に備え付けの専用用紙または
任意の用紙に①案件名、②住所、③氏名、④電話番号、
⑤Ｅメールアドレス（お持ちの方のみ）⑥意見を記入し、
閲覧場所に備え付けの意見箱に投函するか、郵送または
ファクス、Eメールで総務部総務グループ（〒０59－
87０1中央町６丁目11、思�１１０８、Eメール：somu�
@city.noboribetsu.lg.jp）に提出してください
※電話や来庁による口頭でのご意見はお受けできません。
▶�意見に対する回答　寄せられた意見に対する市の考え方
は、市公式ウェブサイトに掲載するほか、閲覧場所に閲
覧ファイルを備え付けます

問い合わせ
総務部総務グループ
（☎�１１３０）

　人権擁護委員は、法務大臣から委嘱を受け、人権擁護に
かかわる活動を行っている『あなたの街の相談パートナー』
です。家庭内のもめごとや、隣近所でのトラブルなど日常
生活におけるさまざまな問題の相談を受け付けます。
　相談は無料で、難しい手続きはなく、秘密は厳守します。
困ったことがありましたらお気軽にご相談ください。

▶問い合わせ　市民サービスグループ（☎�２１３９）

問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
グ
ル
ー
プ

�

（
☎
�
９
０
５
２
）

　
北
海
道
・
北
東
北
地
球
温
暖
化
対

策
推
進
本
部
で
は
、
６
月
を
環
境
月

間
と
定
め
、
テ
レ
ビ
・
ゲ
ー
ム
・
パ

ソ
コ
ン
な
ど
を
消
し
て
読
書
や
本
の

読
み
聞
か
せ
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

電
気
使
用
量
を
低
減
し
、
地
球
温
暖

化
の
主
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
二
酸

化
炭
素
の
排
出
量
の
削
減
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
皆
さ
ん
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
�
２
９

５
８
）

費
助
成
事
業
の
決
定
日
の
翌
日
か

ら
60
日
以
内
に
健
康
推
進
Ｇ
（
し

ん
た
21
内
・
☎
�
０
１
０
０
）

　
保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予
、
学

生
納
付
特
例
制
度
の
承
認
を
受
け
た

場
合
は
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た

場
合
に
比
べ
、
将
来
受
け
取
る
年
金

額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
免
除
な
ど
を
受
け
て

婦
人
セ
ン
タ
ー
、
13
時
～
16
時
…

労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ

�

（
☎
�
２
１
３
９
）

か
ら
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ

っ
て
納
付
（
全
額
ま
た
は
一
部
）
す

る
こ
と
が
で
き
る
『
追
納
』
と
い
う

制
度
が
あ
り
ま
す
。

※�

免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け
た
年
度

か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に

追
納
す
る
場
合
、
当
時
の
保
険
料

額
に
経
過
期
間
に
応
じ
た
加
算
額

が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

※�

追
納
を
希
望
す
る
方
は
、
年
金
事

務
所
へ
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

問�

い
合
わ
せ
　
室
蘭
年
金
事
務
所
国

民
年
金
課
（
☎
�
７
１
０
４
）

　
特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
・
顕

微
授
精
）
を
受
け
た
夫
婦
の
経
済
的

な
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
治
療
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対�

象
　
北
海
道
の
特
定
不
妊
治
療
費

助
成
事
業
の
決
定
を
受
け
た
、
市

税
な
ど
に
滞
納
の
な
い
夫
婦

助�

成
額
　
治
療
費
か
ら
北
海
道
の
特

定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
で
受
け

た
助
成
金
を
差
し
引
い
た
額

※
１
回
に
つ
き
10
万
円
ま
で
。

助�

成
回
数
　
初
め
て
北
海
道
の
特
定

不
妊
治
療
費
助
成
事
業
を
受
け
る

と
き
の
治
療
開
始
時
の
妻
の
年
齢

が
、
40
歳
未
満
の
場
合
は
通
算
６

回
、
40
歳
以
上
の
場
合
は
通
算
３

回
（
い
ず
れ
も
43
歳
未
満
ま
で
助

成
）

申�

請
書
類
　
登
別
市
特
定
不
妊
治
療

費
助
成
事
業
申
請
書
、
北
海
道
特

定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の
決
定

通
知
書
と
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

事
業
受
診
等
証
明
書
の
写
し

申�

し
込
み
　
北
海
道
特
定
不
妊
治
療

　
北
海
道
計
量
検
定
所
で
は
、
能
力

が
１
㌧
未
満
の
小
型
は
か
り
の
定
期

検
査
を
行
い
ま
す
。
取
引
や
証
明
に

使
用
す
る
小
型
は
か
り
は
必
ず
検
査

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
　

・�

６
月
11
日
㈪
14
時
～
15
時
…
鷲
別

公
民
館

・�

６
月
12
日
㈫
９
時
30
分
～
11
時
…

６
月
は
環
境
月
間
で
す

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
制
度

特
定
不
妊
治
療
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す

小
型
は
か
り
の
定
期
検
査
を

行
い
ま
す
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



募
　
集

写真で語る昔の

抽
選
日
時
　
７
月
１
日
㈰
13
時

場
所
　
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
抽
選
日
に
会
場
に
来
る
こ
と

が
で
き
、
抽
選
日
か
ら
１
週
間
以

内
に
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る
20

歳
以
上
の
方

展
示
品
　
自
転
車
（
無
料
）

申�

し
込
み
　
６
月
11
日
㈪
か
ら
22
日

㈮
９
時
か
ら
17
時
ま
で
に
、
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

提
出
（
１
人
１
点
）

問�

い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
�
２
９

５
８
）

問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
グ
ル
ー
プ

�

（
☎
�
９
０
５
２
）

　
市
内
の
中
学
生
12
人
が
、
現
代
社

会
に
向
け
た
意
見
や
未
来
へ
の
希
望

な
ど
を
発
表
し
ま
す
。

日�
時
　
６
月
６
日
㈬
13
時
30
分
～
16

時
場
所
　
西
陵
中
学
校
体
育
館

※�

駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
の
ご
利

指
定
店
解
除
　

・
朝
陽
工
業
㈱
（
苫
小
牧
市
）

・
三
友
水
道
㈱
（
伊
達
市
）

・
澤
田
住
設
（
登
別
市
）

・
共
成
土
木
㈱
（
室
蘭
市
）

・
㈲
住
宅
設
備
サ
ー
ビ
ス
（
室
蘭
市
）

・
熊
谷
住
設
（
札
幌
市
）

営
業
所
移
転
　

・
上
口
建
設
㈱

　�

移
転
先
…
室
蘭
市
日
の
出
町
３
丁

目
４

－

１
（
☎
�
６
８
８
０
）

用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
５
４
）

対
象
　
市
内
居
住
の
20
歳
以
上
の
方

任�

期
　
７
月
１
日
～
平
成
32
年
６
月

30
日
（
２
年
間
）

内�

容
　
環
境
保
全
な
ど
に
関
す
る
基

本
的
な
事
項
の
調
査
・
審
議

定
員
　
５
人
（
う
ち
女
性
２
人
以
上
）

※�

応
募
多
数
の
場
合
は
、
書
類
審
査

な
ど
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

申�

し
込
み
　
環
境
対
策
グ
ル
ー
プ
に

備
え
付
け
、
ま
た
は
市
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
環
境
対
策

グ
ル
ー
プ
に
６
月
15
日
㈮
ま
で
に

提
出

問�
い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
�
２
９

５
８
）

再
生
展
示
品
を
提
供
し
ま
す

第
35
回
登
別
市
少
年
の
主
張
大
会

兼
平
成
30
年
度
少
年
の
主
張

胆
振
地
区
大
会
予
選
会

排
水
設
備
工
事
指
定
店
解
除
と

営
業
所
移
転
の
お
知
ら
せ

登
別
市
環
境
保
全
審
議
会
委
員

を
募
集
し
ま
す

第11回
▶問い合わせ　市史編さんＧ（☎㊿６０３９）

『札内記念保護樹木』
　

� 現在の様子▶

　
札
内
町
に
あ
る
日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学

校
か
ら
ほ
ど
近
い
場
所
に
そ
び
え
る
大
き
な
ミ

ズ
ナ
ラ
の
木
。
『
札
内
記
念
保
護
樹
木
』
で
す
。

　
昭
和
50
年
６
月
21
日
に
は
、
北
海

道
が
札
内
町
の
開
拓
を
記
念
し
て
、

『
記
念
保
護
樹
木
』
に
指
定
し
ま
し

た
。

　
こ
の
写
真
は
、
約
40
年
前
の
昭
和

55
年
前
後
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
す

が
、
現
在
も
そ
の
姿
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。

　
写
真
が
撮
影
さ
れ
て
か
ら
ほ
ど
な

い
昭
和
57
年
４
月
に
は
、
日
本
工
学

院
北
海
道
専
門
学
校
が
開
校
。
昭
和

61
年
に
は
、
着
工
か
ら
７
年
の
歳
月

を
か
け
た
新
登
別
大
橋
が
開
通
す
る

な
ど
、
札
内
町
は
樹
齢
約
290
年
と
さ

れ
る
こ
の
大
木
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、

大
き
な
変
化
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

－昭和50年６月21日－
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市
は
、
市
内
の
小
学
５
・
６
年
生
、

中
学
生
、
高
校
生
、
専
門
学
生
を
対

象
に
、
障
が
い
者
就
労
施
設
な
ど
で

障
が
い
の
あ
る
方
と
触
れ
合
い
、
障

が
い
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
体
験

い
。

問
い
合
わ
せ
　
障
が
い
福
祉
Ｇ

�

（
☎
�
３
７
３
２
）

学
習
を
開
催
し
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
、
各
学

校
を
通
じ
て
配
布

さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
ご
覧
く
だ
さ

な
ど
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

申�

し
込
み
　
都
市
政
策
グ
ル
ー
プ
、

市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
、
各
支

所
、
市
立
図
書
館
、
市
立
図
書
館

ア
ー
ニ
ス
分
館
、
市
民
会
館
、
し

ん
た
21
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に

備
え
付
け
、
ま
た
は
市
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
持
参
ま
た

は
郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
６
月
14
日

㈭
ま
で
に
都
市
政
策
グ
ル
ー
プ

（
〒
059

－

８
７
０
１
中
央
町
６
丁

目
11
、
Ｅ
メ
ー
ル
：t-seisaku@
city.noboribetsu.lg.jp

）
に
提
出

問
い
合
わ
せ
　
都
市
政
策
Ｇ

�

（
☎
�
３
２
３
０
）

　
市
は
、
公
用
車
を
一
般
競
争
入
札

に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

日
時
　
７
月
６
日
㈮
13
時
30
分

場
所
　
市
役
所
第
２
会
議
室
（
３
階
）

公�

売
内
容
　
移
動
図
書
館
車
…
平
成

12
年
８
月
登
録
、
平
成
30
年
８
月

22
日
車
検
満
了
、
排
気
量
４
・
16

㍑
申�

し
込
み
　
登
別
市
会
計
室
や
各
支

所
に
備
え
付
け
の
入
札
参
加
申
請

書
（
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
）
と
必
要
書
類
を
、
６
月
28

日
㈭
ま
で
に
会
計
室
に
提
出

※�

詳
し
く
は
入
札
参
加
申
請
書
添
付

の
説
明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
会
計
室

�

（
☎
�
９
１
４
０
）

　
市
は
、
多
く
の
方
に
登
別
の
魅
力

あ
る
自
然
景
観
を
写
真
に
よ
り
伝
え

る
こ
と
で
、
景
観
保
全
へ
の
意
識
を

高
め
る
た
め
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

『
登
別
市
景
観
フ
ォ
ト
パ
ネ
ル
展
』

を
開
催
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
居
住
の
20
歳
以
上
の
方

任
期
　
委
嘱
さ
れ
た
日
か
ら
２
年
間

内�

容
　
良
好
な
景
観
と
豊
か
な
み
ど

り
づ
く
り
の
重
要
事
項
の
調
査
・

審
議
な
ど

定
員
　
２
人

※�

応
募
多
数
の
場
合
は
、
書
類
審
査

応�
募
方
法
　
10
月
31
日
㈬
ま
で
に
Ａ

４
サ
イ
ズ
に
プ
リ
ン
ト
し
た
作
品

（
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載

し
て
い
る
記
入
票
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
裏
面
に
貼
り
付
け
て

く
だ
さ
い
）
を
都
市
政
策
グ
ル
ー

プ
ま
で
持
参

問
い
合
わ
せ
　
都
市
政
策
Ｇ

�

（
☎
�
３
２
３
０
）

※�

詳
し
く
は
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
（
市
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

も
掲
載
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

募
集
テ
ー
マ
　

①�

景
観
と
動
物
（
ペ
ッ
ト
可
、
背
景

に
景
色
が
入
っ
て
い
る
こ
と
）

②
後
世
に
残
し
た
い
単
一
の
樹
木

③�

街
並
み
景
観
ま
た
は
自
然
と
と
も

に
あ
る
建
造
物

※
作
品
の
応
募
は
１
人
２
点
ま
で
。

夏
休
み
ハ
ー
ト
フ
ル
体
験
学
習

公
用
車
（
移
動
図
書
館
車
）
を

売
却
し
ま
す

平
成
30
年
度
登
別
市
景
観

フ
ォ
ト
パ
ネ
ル
展
の
写
真
募
集

登
別
市
景
観
・
み
ど
り
審
議
会

の
委
員
を
募
集
し
ま
す

耐震診断に補助金を交付します
　木造住宅や一定規模の建築物への耐震診断実施に要する費用の一部を、建築物の所有者に補助
します。ただし、予算額を超える申し込みがあったときは選考を行う場合があります。
◎木造住宅に対する補助
○補助の主な条件　
・一戸建て住宅か併用住宅であること
・地上２階建て以下の在来軸組工法であること
・所有者が居住する住宅であること
・�昭和56年５月３1日以前に着工した住宅である
こと
・建築基準法その他関係法令に違反がないこと
・市税の滞納がないこと
・暴力団員、暴力団関係事業者でないこと
○補助額
・補助対象費用の３分の２（限度額５万円）

※�２階建て以下、延床面積が5００平方㍍以下の
木造住宅で所有者または居住者が希望すると
きは、北海道が無料耐震診断を実施していま
す。詳しくは、胆振総合振興局建設指導課
（☎㉔９５９４）まで問い合わせください。

◎一定規模の建築物に対する補助
○補助の主な条件
・�耐震改修促進法で定める特定既存耐震不適格
建築物であること

・�昭和56年５月３1日以前に着工した建築物であ
ること

・建築基準法その他関係法令に違反がないこと
・市税の滞納がないこと
・暴力団員、暴力団関係事業者でないこと
○補助額
・補助対象費用の３分の２（限度額2００万円）

▶申し込み方法
　�６月15日㈮までに建築住宅グループに備え付
けの意向確認書に必要事項を記入し、図面な
どを持参のうえ建築住宅グループに提出

▶問い合わせ　
　建築住宅グループ（☎�４３９９）
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



勤�
務
場
所
・
期
間
　
登
別
小
学
校
通

学
路
、
若
草
小
学
校
通
学
路
（
４

月
～
10
月
）

勤�

務
日
・
時
間
　
小
学
校
開
校
日
、

朝
夕
１
時
間
程
度

対�

象
　
市
内
に
居
住
す
る
60
歳
未
満

（
定
年
は
70
歳
）

内�

容
　
小
学
生
の
登
下
校
の
安
全
誘

期
間
　
８
月
29
日
㈬
～
９
月
１
日
㈯

※
事
前
・
事
後
研
修
が
あ
り
ま
す
。

場�

所
　
国
立
女
性
教
育
会
館
（
埼
玉

県
）

内�

容
　
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

へ
の
参
加

定
員
　
２
人

※�

書
類
審
査
と
面
接
に
よ
る
選
考
が

あ
り
ま
す
。

費�

用
　
２
万
円
程
度
（
食
費
な
ど
）

申�

し
込
み
　
社
会
教
育
グ
ル
ー
プ
に

備
え
付
け
の
申
込
書
と
履
歴
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
６
月
29
日

㈮
ま
で
に
提
出

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
２
９
）

導
と
指
導

※
非
常
勤
の
職
員
と
な
り
ま
す
。

※
制
服
、
装
備
品
は
貸
与
し
ま
す
。

定
員
　
２
人

報�

酬
額
　
登
別
市
交
通
安
全
協
会
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申�

し
込
み
　
履
歴
書
（
写
真
添
付
）

を
本
人
が
直
接
市
民
サ
ー
ビ
ス
グ

ル
ー
プ
へ
持
参

問
い
合
わ
せ
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ

�

（
☎
�
２
１
３
９
）

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
、
自
宅

で
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
通
信
制
の
大

学
で
す
。

出�

願
期
間
　
６
月
15
日
㈮
～
９
月
20

日
㈭

出�

願
方
法
　
放
送
大
学
北
海
道
学
習

セ
ン
タ
ー
（
〒
060

－

０
８
１
７
札

幌
市
北
区
北
17
条
西
８
丁
目
）
に

資
料
を
請
求
し
、
同
封
の
出
願
票

な
ど
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

持
ち
物
　
健
康
保
険
証

申�

し
込
み
　
６
月
９
日
㈯
10
時
ま
で

に
登
別
消
費
者
協
会
（
☎
�
８
３

０
７
）

同
セ
ン
タ
ー
に
提
出

※�

詳
し
く
は
資
料
に
同
封
さ
れ
る
募

集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
同
セ
ン
タ
ー

�

（
☎
011

－

736

－

６
３
１
８
）

日
時
　
６
月
９
日
㈯
10
時
～
12
時

場
所
　
市
民
会
館
大
会
議
室

内�

容
　
地
域
医
療
介
護
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
『
ス
ワ
ン
ネ
ッ

ト
』
に
つ
い
て
の
講
演

定
員
　
60
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
200
円

講�

師
　
製
鉄
記
念
室
蘭
病
院
地
域
医

療
連
携
課
課
長
・
鈴す

ず

木き

正ま
さ

信の
ぶ

さ
ん

日
時
　
６
月
18
日
㈪
10
時
～
13
時

場
所
　
市
民
会
館
調
理
室

内�

容
　
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
器
具
を
使
用
し
て

料
理
を
３
品
調
理

定
員
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
700
円

持�

ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆

記
用
具

申�

し
込
み
　
６
月
14
日
㈭
ま
で
に
登

別
消
費
者
協
会
（
☎
�
８
３
０
７
）

登
別
市
交
通
安
全
指
導
員
募
集

胆
振
女
性
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修

放
送
大
学
第
２
学
期
学
生
募
集

講
演
会

～
第
１
回
く
ら
し
の
安
全
・
安
心
セ
ミ
ナ
ー
～

料
理
教
室

～
第
１
回
食
の
安
全
・
安
心
セ
ミ
ナ
ー
～

●●●登別市嘱託員募集●●●
勤務場所 ①市民サービスグループ ②政策秘書グループ
任用期間 ７月１日㈰～平成31年３月31日㈰

職務内容 各種証明書の交付などの窓
口業務

市長・副市長の秘書業務全
般の補助、経理事務

募集人数 各１人

応募要件
・�昭和29年４月２日から昭和63年４月１日までに生ま
れた方

・�パソコン操作（エクセル・ワード）が可能な方（②
のみ）

選考方法 面接試験（６月25日㈪予定）
給料月額 133,600円

勤務時間
（土・日曜日、
祝日を除く）

９時～17時30分のうち週29
時間勤務（勤務割は別途定
めます）
※�月２回程度、木曜日13時
15分～19時までの勤務が
あります。

８時30分～15時15分
（金曜日のみ８時30分～14
時15分）

申�し込み　６月15日㈮までに人事・行政管理グループ、各支所に備
え付けの申込書に必要事項を記入し、本人が人事・行政管理グ
ループに持参
問い合わせ　人事・行政管理グループ（☎�１１３２）

日�

時
　
６
月
28
日
㈭
10
時
～
11
時
30

分
場
所
　
婦
人
セ
ン
タ
ー

内�

容
　
市
と
㈱
セ
ブ
ン

－

イ
レ
ブ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
に
よ
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
の
仕
事
説
明
会

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
６
月
27
日
㈬
ま
で
に
商

工
労
政
Ｇ
（
☎
�
２
１
７
１
）

シ
ニ
ア
従
業
員
の
お
仕
事

説
明
会
in
の

イ
ン

ぼ
り
べ
つ

～
市
内
に
居
住
す
る
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の�

�

働
く
意
欲
の
あ
る
方
へ
～

　
地
元
で
の
就
職
を
希
望
す
る
高
校

生
の
た
め
、
新
規
高
卒
者
の
採
用
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

推
薦
開
始
日
　
９
月
５
日
㈬

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭

�

（
☎
�
８
６
８
９
）

６
月
か
ら
平
成
31
年
３
月
新
規
高
卒
者

用
の
求
人
を
受
け
付
け
ま
す

～
事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
～
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日�

時
　
６
月
27
日
㈬
13
時
30
分
～
15

時
30
分
（
７
月
以
降
も
毎
月
第
４

水
曜
日
に
開
催
予
定
）

場
所
　
室
蘭
保
健
所
２
階
会
議
室

内�

容
　
ひ
き
こ
も
り
問
題
な
ど
を
抱

え
る
家
族
が
集
い
、
意
見
交
換

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※�

電
話
相
談
に
も
対
応
し
て
い
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問�
い
合
わ
せ
　
室
蘭
保
健
所
健
康
推

進
課
（
☎
�
９
８
４
６
）

第
１
次
試
験
日
　
９
月
２
日
㈰

対�

象
　
平
成
30
年
度
中
に
高
校
を
卒

業
す
る
見
込
み
の
方
、
高
校
卒
業

後
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
方

申�

し
込
み
　
６
月
18
日
㈪
か
ら
27
日

㈬
ま
で
に
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

（http://w
w
w
.jinji-shiken.g�

o.jp/juken.htm
l

）
か
ら
申
し
込

み
問
い
合
わ
せ
　
室
蘭
税
務
署

�

（
☎
�
４
１
５
１
）

場�

所
　
自
衛
隊
室
蘭
地
域
事
務
所

（
室
蘭
市
東
町
２
丁
目
21

－

12
）

内�

容
　
陸
・
海
・
空
な
ど
、
希
望
に

沿
っ
た
コ
ー
ス
を
説
明

問�

い
合
わ
せ
　
防
衛
省
自
衛
隊
札
幌

地
方
協
力
本
部
室
蘭
地
域
事
務
所

�

（
☎
�
９
５
３
３
）

日�

時
　
６
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰
10
時

～
17
時

※�

都
合
の
良
い
時
間
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

試
験
日
　

○
10
月
13
日
㈯
…
５
・
４
級

○
10
月
14
日
㈰
…
３
・
２
級

○
10
月
20
日
㈯
…
準
１
級
・
１
級

受�

付
期
間
　
６
月
10
日
㈰
～
８
月
12

日
㈰
（
消
印
有
効
）

※
資
料
請
求
は
７
月
31
日
㈫
ま
で
。

※�

試
験
場
所
や
受
験
料
な
ど
、
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
法
人
全
国

手
話
研
修
セ
ン
タ
ー
（
☎
075

－

871

－

９
７
４
１
、
思
075

－

873

－

２
６

４
７
）

定
員
　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

費
用
　
約
２
千
円
（
テ
キ
ス
ト
な
ど
）

申�

し
込
み
　
６
月
４
日
㈪
か
ら
18
日

㈪
ま
で
に
同
学
院

�

（
☎
�
７
８
２
０
）

日�

時
　
７
月
９
日
㈪
～
８
月
２
日
㈭

18
時
～
20
時
（
金
・
土
・
日
曜
日
、

祝
日
は
除
く
）

場�

所
　
北
海
道
立
室
蘭
高
等
技
術
専

門
学
院
（
室
蘭
市
み
ゆ
き
町
２
丁

目
９

－

５
）

内�

容
　
パ
ソ
コ
ン
入
門
（
エ
ク
セ
ル

基
礎
）

日�

時
　
６
月
21
日
㈭
13
時
30
分
～
16

時
30
分

場
所
　
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

内�

容
　
就
職
活
動
の
悩
み
や
課
題
へ

の
助
言
・
職
業
興
味
検
査
な
ど

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
６
月
11
日
㈪
ま
で
に
登

別
職
業
訓
練
協
会
（
☎
�
１
４
５

０
）

時
30
分
ま
で
。

場
所
　
市
民
会
館

申�

し
込
み
　
消
防
本
部
、
消
防
署
、

各
消
防
支
署
に
備
え
付
け
の
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
受
講

希
望
日
の
10
日
前
ま
で
に
北
海
道

危
険
物
安
全
協
会
連
合
会
に
提
出

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
９
６
１
１
）

ひ
き
こ
も
り
家
族
交
流
会

税
務
職
員
募
集
～
札
幌
国
税
局
～

自
衛
隊
職
業
説
明
会

第
13
回
全
国
手
話
検
定
試
験

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

就
職
セ
ミ
ナ
ー

月
日
　
７
月
22
日
㈰

場
所
　
札
幌
市

内�

容
　
甲
種
、
乙
種
（
第
１
～
６

類
）
、
丙
種

受
験
願
書
受
付
期
間
　

・
書
面
…
６
月
18
日
㈪
～
25
日
㈪

・
電
子
…
６
月
15
日
㈮
～
22
日
㈮

※�

願
書
は
、
消
防
本
部
、
消
防
署
、

各
消
防
支
署
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。

日
時
・
内
容
　

・�

７
月
５
日
㈭
…
一
般
（
午
前
）
、

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
（
午
後
）

・�

７
月
６
日
㈮
…
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

（
午
前
）
、
給
油
取
扱
所
（
午
後
）

※�

午
前
は
９
時
30
分
か
ら
12
時
30
分

ま
で
、
午
後
は
13
時
30
分
か
ら
16

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
９
６
１
１
）

※�

電
子
申
請
に
つ

い
て
は
、
（
一

財
）
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

第
３
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

第
１
回
危
険
物
取
扱
者

保
安
講
習

象
外
で
す
の
で
、
個
人
の
負
担
で
設
置

し
て
く
だ
さ
い
。
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



上登別町

登別温泉町

鉱山町

川上町

富浦町
ＪＲ登別駅

登別東IC

幸町

新栄町

上鷲別町

鷲別町

若山浄化センター

札内町

来馬町

登別市役所

カルルス町

ＪＲ幌別駅

室蘭市

白老町
登別室蘭IC

中登別町

希望者の申請により、市が浄化槽を設置し、保守点検や清掃などの維持管理を行います。

平成30年度
浄化槽設置希望者を募集します

申し込み・問い合わせ
下水道グループ
（☎�９０５２）

個別排水処理区域

　
浄
化
槽
は
、
個
人
向
け
の
下
水
道
で
す
。

浄
化
槽
内
で
は
、
微
生
物
が
有
機
物
（
汚

物
）
を
食
べ
て
分
解
し
て
く
れ
ま
す
。
家

庭
の
生
活
排
水
を
適
切
に
処
理
し
て
く
れ

る
ほ
か
、
衛
生
的
な
水
洗
ト
イ
レ
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
、
身
近
な
生
活
環
境

の
改
善
や
保
全
に
役
立
ち
ま
す
。

　
市
の
浄
化
槽
整
備
事
業
で
は
、
宅
地
内

の
お
よ
そ
乗
用
車
１
台
分
の
ス
ペ
ー
ス
に
、

10
日
程
度
の
工
事
で
浄
化
槽
を
設
置
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

象
外
で
す
の
で
、
個
人
の
負
担
で
設
置

し
て
く
だ
さ
い
。

町�

内
全
域
　
カ
ル
ル
ス
町
、
上
登
別
町
、

登
別
温
泉
町
、
中
登
別
町
、
札
内
町
、

富
浦
町
、
来
馬
町
、
鉱
山
町
、
川
上
町

町�

内
の
一
部
地
域
　
登
別
東
町
、
登
別
本

町
、
登
別
港
町
、
新
栄
町
、
幸
町
、
千

歳
町
、
常
盤
町
、
柏
木
町
、
富
士
町
、

片
倉
町
、
桜
木
町
、
青
葉
町
、
緑
町
、

若
山
町
、
富
岸
町
、
新
生
町
、
若
草
町
、

鷲
別
町
、
美
園
町
、
上
鷲
別
町

　
一
般
住
宅
、
店
舗
併
用
住
宅
、
共
同
住

宅
、
事
務
所

※�

別
荘
は
、
市
の
浄
化
槽
整
備
事
業
の
対

　
募
集
は
通
年
行
っ
て
い
ま
す
が
、
年
度

ご
と
の
設
置
基
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
や
相
談
は
早
め
に
お
願
い
し
ま

す
。

　
市
が
設
置
し
た
浄
化
槽
の
工
事
費
用
の

１
割
を
、
個
人
の
負
担
と
し
て
、
５
年
間

（
年
４
期
）
に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
ま
た
、
使
っ
た
水
の
量
に
応
じ
て
浄
化

槽
使
用
料
を
、
２
カ
月
に
一
度
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。
浄
化
槽
に
空
気
を
送
る
ブ

ロ
ワ
な
ど
の
電
気
代
は
使
用
者
の
負
担
と

な
り
ま
す
。

　
な
お
、
市
が
行
う
工
事
は
、
浄
化
槽
の

設
置
の
み
で
、
①
水
洗
ト
イ
レ
へ
の
改
造

工
事
、
②
生
活
排
水
を
浄
化
槽
ま
で
流
す

た
め
の
工
事
は
、
個
人
の
負
担
で
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

※�
①
・
②
の
工
事
は
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

の
対
象
と
な
り
、
市
の
浄
化
槽
整
備
事

業
の
対
象
と
な
る
区
域
で
は
、
無
利
子

で
融
資
を
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
下
水
道
グ
ル
ー
プ
ま
で
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

浄
化
槽
と
は

対
象
と
な
る
建
物

対
象
と
な
る
地
域

個
人
の
負
担

申
し
込
み

　　�色の付いている部分が公共下水道で処理する集合処理区域、
それ以外の白色の部分が浄化槽で処理する個別排水処理区域です。
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相談困った！ときにはまず
相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ

※『Ｇ』はグループの略

無料法律相談 ７月21日㈯
９時３０分～12時

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

交通事故や金銭貸借、損害賠
償、離婚など
担当弁護士：阿

あ

部
べ

洋
よう

介
すけ

さん
定員：６人（申し込み順）

７月1３日㈮までに
市民サービスＧ
（☎�２１３９）

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

６月2３日㈯
９時３０分～12時

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

相続や遺言、各種契約、官公
署に提出する書類など
定員：1０人（申し込み順）

６月22日㈮までに
おおたに行政書士事務所
（☎�３３６０）

市民相談 随時 市民サービス
グループ

市民生活や多重債務、家庭内
暴力など

市民サービスＧ
（☎�２１３９）

消費生活相談
随時
※�登別消費者協会は火～
金曜日の1０時～16時。

消費生活センター（市
民サービスグループ内）
または登別消費者協会
（労働福祉センター内）

契約や解約に関するトラブル、
インターネットのトラブルな
ど

消費生活センター
（☎�３４９１）
登別消費者協会
（☎�８３０７）

人権相談所 月～金曜日
８時３０分～17時15分

札幌法務局室
蘭支局
（室蘭市入江町）

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒５１１１）

児童虐待について
の相談窓口

月～金曜日
９時～17時３０分
※�児童相談所全国共通ダ
イヤルは随時。

子ども相談室
（子育てグル
ープ内）また
は室蘭児童相
談所

虐待が疑われる子ども・家庭
の情報

子ども相談室
（☎�６６７７）
室蘭児童相談所
（☎�４１５２）
児童相談所全国共通
ダイヤル（☎189）

生活にお困りの方
の相談窓口

月～金曜日
９時～17時３０分

生活支援相談
室（社会福祉
グループ内）

仕事や生活などの困りごと 生活支援相談室
（☎�１９１１）

障がいのある方の
就労相談窓口

６月21日㈭
1３時～16時

障がい福祉グ
ループ 障がいのある方の就労や雇用

６月14日㈭までに
障がい福祉Ｇ
（☎�３７３２）

キャリアサポート
のぼりべつ

（市委託事業）

水・金曜日
８時３０分～17時 職業訓練セン

ター（青葉町）就職活動などで抱える不安や
悩みなど

登別職業訓練協会
（☎�１４５０）

月～金曜日
17時以降（予約制）

土曜日
1０時～17時

地域職業相談室
（アーニス内）

無料労働相談
（市支援事業）

月～金曜日
1０時～16時（予約制）

連合登別事務所
（中央町６丁目
2０－５） 解雇や労働条件の引き下げ、

職場内のいじめ（パワーハラ
スメント）など

事前に連合登別
（☎�３３３７）

６月26日㈫・７月1３
日㈮
1０時～16時（予約制）

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

希望日の１週間前
までに連合登別
（☎�３３３７）
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いきいき

すく
すく子

育
て
健 

康

子
育
て

す
く
す
く

日時 診療所名・住所・電話番号

６月３日㈰
９時～11時

太平洋歯科医院� （☎�６４６４）
室蘭市白鳥台５丁目１－２
飯渕歯科医院� （☎�１１８８）
登別市登別東町３丁目２－２

６月1０日㈰
９時～11時

福田歯科クリニック�（☎㉗５４２０）
室蘭市祝津町２丁目３－１
村上歯科医院
� （☎０１４２㉓２０２１）
伊達市網代町３5

６月17日㈰
９時～11時

すずき歯科医院� （☎�３４３４）
室蘭市高砂町５丁目12－15

６月24日㈰
９時～11時

本田歯科� （☎㉒３３２２）
室蘭市港南町１丁目９－19

７月１日㈰
９時～11時

みうら歯科� （☎�６３３０）
室蘭市港北町２丁目６－１
えばた歯科医院� （☎�０８０９）
登別市新川町４丁目15－1０

６月～７月の歯科救急医療

日
時
　
６
月
16
日
㈯
10
時
～
12
時

場
所
　
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
お
父
さ
ん

内�

容
　
遊
具
を
使
っ
た
自
由
遊
び
、

手
遊
び
、
絵
本
読
み
聞
か
せ
、
七

夕
飾
り
製
作
な
ど

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
登
別
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
２
７
７
２
）

日
時
　
６
月
27
日
㈬
10
時
～
12
時

場
所
　
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�

容
　
遊
具
を
使
っ
た
自
由
遊
び
、

日
時
　
６
月
18
日
㈪
10
時
～
12
時

集�

合
場
所
　
亀
田
記
念
公
園
（
か
め

だ
わ
ん
パ
ー
ク
）

対�

象
　
子
育
て
中
の
方
、
子
育
て
支

援
を
し
て
い
る
指
導
者

内�

容
　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と
ス
ト
レ
ッ

チ
方
法
の
紹
介

講�

師
　
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
・
谷た

に

崎ざ
き

昌ま
さ

代よ

さ
ん

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

※�

託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
申
し
込

み
時
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

持�

ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
と
靴
、

帽
子
、
飲
み
物
（
お
茶
ま
た
は

水
）
、
タ
オ
ル
な
ど

申�

し
込
み
　
６
月
17
日
㈰
ま
で
に
特

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
七
夕
飾
り
製

作
な
ど

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�
い
合
わ
せ
　
登
別
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
２
７
７
２
）

日
時
　
６
月
19
日
㈫
11
時
～
12
時

場�

所
　
亀
田
記
念
公
園
（
か
め
だ
わ

ん
パ
ー
ク
）

対
象
　
親
子

日�

時
　
６
月
16
日
㈯
10
時
30
分
～
12

時
集�

合
場
所
　
亀
田
記
念
公
園
（
か
め

だ
わ
ん
パ
ー
ク
）

対
象
　
親
子

内�

容
　
屋
外
で
の
体
を
使
っ
た
親
子

ゲ
ー
ム
な
ど

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
人
100
円

持�

ち
物
　
着
替
え
、
汚
れ
て
も
よ
い

服
装
と
靴
、
防
寒
着
、
帽
子
、
飲

み
物
、
マ
イ
ス
プ
ー
ン
・
コ
ッ
プ

な
ど

申�
し
込
み
　
６
月
15
日
㈮
ま
で
に
特

定
非
営
利
活
動
法
人
登
別
自
然
活

動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ

　
（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

定
非
営
利
活
動
法
人
登
別
自
然
活

動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ

　
（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

日
時
　
７
月
30
日
㈪
10
時
～
12
時

場
所
　
市
民
プ
ー
ル
『
ら
く
あ
』

内�

容
　
と
ん
こ
誕
生
会
（
親
子
で
楽

し
む
ク
イ
ズ
、
ゲ
ー
ム
な
ど
）

持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
と
靴

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
特
定
非
営
利
活
動
法

人
登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ

ン
ガ
く
ら
ぶ

　
（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

対�

象
　
２
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま

で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

内�

容
　
水
深
15
㌢
㍍
か
ら
20
㌢
㍍
ま

で
の
プ
ー
ル
で
水
遊
び

定
員
　
20
組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
500
円
（
保
護
者
入
館
料
）

持�

ち
物
　
水
着
（
保
護
者
は
Ｔ
シ
ャ

ツ
・
半
ズ
ボ
ン
で
も
可
）
、
水
泳

帽
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物
（
お

茶
ま
た
は
水
）
、
水
遊
び
用
の
紙

パ
ン
ツ
（
排
せ
つ
訓
練
が
完
了
し

て
い
な
い
子
ど
も
の
み
）

申�

し
込
み
　
６
月
25
日
㈪
か
ら
29
日

㈮
ま
で
に
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

お
楽
し
み
デ
ー
『
七
夕
製
作
』

子
育
て
ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

お
楽
し
み
会

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

と
ん
こ
フ
レ
ン
ズ
パ
ー
ク
の
日

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

子
育
て
講
座

～
水
と
遊
ぼ
う
～

問い合わせ　室蘭歯科医師会（☎㊸３５２２）
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



日
時
　
６
月
29
日
㈮
10
時
～
11
時

場
所
　
し
ん
た
21

対�
象
　
生
後
７
カ
月
か
ら
８
カ
月
ま

で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

　
敷
物
、
昼
食
、
着
替
え
な
ど

申�

し
込
み
　
６
月
14
日
㈭
ま
で
に
特

定
非
営
利
活
動
法
人
登
別
自
然
活

動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ

　
（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

日
時
　
７
月
31
日
㈫
10
時
～
12
時

場
所
　
し
ん
た
21

対�

象
　
妊
娠
し
て
い
る
方
と
そ
の
家

族
内�

容
　
沐も

く

浴よ
く

・
抱
っ
こ
・
オ
ム
ツ
交

換
の
体
験
実
習
、
妊
婦
体
験
な
ど

定
員
　
20
組
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
７
月
24
日
㈫
ま
で
に
健

康
推
進
グ
ル
ー
プ
（
し
ん
た
21
内
・

☎
�
０
１
０
０
）

持�

ち
物
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
マ
グ

カ
ッ
プ
、
箸
ま
た
は
フ
ォ
ー
ク
、

ぬ
れ
て
も
良
い
履
物

申�

し
込
み
　
６
月
18
日
㈪
か
ら
22
日

㈮
ま
で
に
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
７
７
２
）

日
時
　
７
月
12
日
㈭
10
時
～
12
時

場
所
　
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�
象
　
２
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま

で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

定
員
　
20
組
（
申
し
込
み
順
）

保
護
者
２
人

※�

子
ど
も
が
参
加
し
な
い
場
合
は
、

保
護
者
１
人
で
参
加
で
き
ま
す
。

定
員
　
８
家
族
（
申
し
込
み
順
）

※�

参
加
者
多
数
の
場
合
は
、
初
め
て

参
加
さ
れ
る
方
を
優
先
し
ま
す
。

持
ち
物
　
飲
み
物
（
お
茶
ま
た
は
水
）

申�

し
込
み
　
６
月
12
日
㈫
か
ら
15
日

㈮
ま
で
に
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
７
７
２
）

日
時
　
７
月
21
日
㈯
10
時
～
12
時

場
所
　
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

日
時
　
６
月
４
日
㈪
10
時
～
15
時

※�

12
時
か
ら
13
時
ま
で
は
昼
食
を
と

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

場
所
　
若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー

対
象
　
親
子

内�

容
　
屋
内
で
の
自
由
遊
び
、
工
作
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�
い
合
わ
せ
　
特
定
非
営
利
活
動
法

人
登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ

ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

内�

容
　
離
乳
食
の
話
、
試
食
（
保
護

者
の
み
）
、
遊
び
の
紹
介
な
ど

参
加
料
　
200
円

持�

ち
物
　
筆
記
用
具
、
母
子
健
康
手

帳
申�

し
込
み
　
６
月
22
日
㈮
ま
で
に
健

康
推
進
グ
ル
ー
プ
（
し
ん
た
21
内
・

☎
�
０
１
０
０
）

）、

日
時
　
６
月
15
日
㈮
10
時
～
12
時

集
合
場
所
　
婦
人
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�

容
　
フ
ン
ベ
山
と
登
別
漁
港
へ
散

歩
定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

持�

ち
物
　
飲
み
物
（
お
茶
ま
た
は
水

も
ぐ
も
ぐ
食
育
ひ
ろ
ば

す
こ
や
か
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室

流
し
そ
う
め
ん
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

も
の
作
り
講
座

～
牛
乳
パ
ッ
ク
の
椅
子
づ
く
り
～

移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

出
張
子
育
て
ひ
ろ
ば

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

子どもの医療費助成制度の
拡大について

　市は、子育て世帯への経済的な負担の
軽減を図るため、平成３０年８月診療分よ
り助成対象者を拡大し、併せて『乳幼児
等医療費助成』から『子ども医療費助成』
へ名称を変更します。

　住民税非課税世帯の小学生の通院、中
学生の通院・入院についても助成対象と
なり、これまでは、医療費（保険診療分）
のうち３割が自己負担でしたが、平成３０
年８月診療分からは、初診時に支払う�
一部負担金（医科：58０円、歯科：51０円）
のみで、受診することができます。

　手続きなど詳細については、小・中学
校を通じお知らせしていますのでご確認
ください。
問い合わせ　年金・長寿医療グループ
� （☎�２１３７）

問い合わせ　健康推進グループ（しんた21内・☎�０１００）

診査・対象 日時 内　　容 持ち物 場所

４～５カ月児健康診査
（平成３０年２月生まれ）

７月５日㈭
時間は個別通知

診察、身体計測、栄養
相談、育児相談 母子健康手帳、

バスタオル、
替えオムツ

し
ん
た
21

10カ月児健康相談
（平成29年９月生まれ）

７月26日㈭
時間は個別通知

身体計測、栄養相談、
育児相談、遊びの紹介

１歳６カ月児健康診査
（平成28年12月生まれ）

７月25日㈬
時間は個別通知

診察、歯科検診、身体
計測、栄養相談、歯科
相談、育児相談、フッ
素塗布（希望者8００円）

母子健康手帳３歳児健康診査
（平成27年６月生まれ）

７月12日㈭
時間は個別通知

診察、歯科検診、尿検
査、身体計測、栄養相
談、歯科相談、育児相
談

すくすく☆親子相談
（事前の申し込みが必要です）

７月18日㈬
９時4０分～1０時３０分

発育・発達・育児・栄
養などの相談

乳幼児健康診査� 健康相談
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わ
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健

　康

い
き
い
き

　
町
内
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
、
サ
ー
ク

ル
な
ど
で
介
護
予
防
を
広
め
た
い
と

考
え
て
い
る
方
の
た
め
に
、
介
護
予

防
の
教
え
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

研
修
会
で
す
。

　
転
倒
予
防
や
認
知
症
予
防
に
つ
な

が
る
各
種
体
操
・
日
用
品
を
使
っ
た

簡
単
な
運
動
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。

日
時
・
場
所
　

・�

６
月
27
日
㈬
９
時
30
分
～
11
時
30

分
…
鷲
別
公
民
館

・�

６
月
27
日
㈬
13
時
30
分
～
15
時
30

分
…
婦
人
セ
ン
タ
ー

・�

７
月
３
日
㈫
９
時
30
分
～
11
時
30

分
…
市
民
会
館

持�

ち
物
　
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
動
き

や
す
い
服
装
と
靴

※�

本
研
修
は
、
介
護
予
防
・
日
常
生
　

活
支
援
総
合
事
業
に
お
け
る
『
第

１
号
通
所
事
業
通
所
型
サ
ー
ビ
ス

Ｂ
』
に
従
事
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
の

資
格
要
件
と
な
り
、
申
し
出
を
い

た
だ
い
た
方
に
は
、
修
了
証
書
を

発
行
し
ま
す
。

申�

し
込
み
　
６
月
20
日
㈬
ま
で
に
特

定
非
営
利
活
動
法
人
お
に
ス
ポ
・

磯
田
さ
ん
（
☎
090

－

９
５
２
９

－

１
７
６
５
）

　
介
護
予
防
活
動
を
自
主
的
に
実
施

す
る
団
体
に
向
け
て
、
体
操
の
指
導

な
ど
の
出
前
講
座
を
行
い
、
介
護
予

防
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

応
募
資
格
　

　
次
の
項
目
を
全
て
満
た
す
団
体

・�

構
成
人
数
が
５
人
以
上
で
あ
り
、

そ
の
う
ち
半
分
以
上
が
登
別
市
民

で
あ
る
こ
と

・�

構
成
人
数
の
半
分
以
上
が
65
歳
以

上
で
あ
る
こ
と

・�

政
治
団
体
、
宗
教
団
体
、
暴
力
団

　
北
海
道
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
心
の

健
康
問
題
を
抱
え
た
本
人
や
家
族
、

関
係
者
が
精
神
科
医
師
な
ど
に
相
談

す
る
こ
と
に
よ
り
、
適
切
な
助
言
を

受
け
た
り
、
そ
の
他
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

日
時
　
６
月
12
日
㈫
13
時
～

場
所
　
室
蘭
保
健
所
相
談
室

担�
当
医
療
機
関
（
予
定
）
　
三
愛
病

院
申�
し
込
み
　
６
月
７
日
㈭
ま
で
に
室

蘭
保
健
所
（
☎
�
９
８
４
６
）

及
び
団
員
が
所
属
す
る
団
体
等
、

特
定
の
主
義
や
思
想
を
も
っ
た
団

体
で
な
い
こ
と

・�

自
主
的
に
介
護
予
防
に
取
り
組
む

意
欲
が
あ
る
こ
と

・�

体
操
が
で
き
る
会
場
を
用
意
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と

・�

連
絡
調
整
が
で
き
る
担
当
者
が
い

る
こ
と

・�

誰
で
も
新
た
に
参
加
で
き
る
団
体

で
あ
る
こ
と

申�

し
込
み
期
限
　
平
成
31
年
２
月
28

日
㈭

※�

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
特
定
非
営
利
活
動
法

人
お
に
ス
ポ
・
磯
田
さ
ん
（
☎
090

－

９
５
２
９

－

１
７
６
５
）

日�

時
　
６
月
20
日
㈬
10
時
30
分
～
11

時
場�

所
　
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
病
院
２
階
集

団
栄
養
指
導
教
室

対�

象
　
登
別
市
・
白
老
町
に
お
住
ま

い
の
方

内�

容
　
管
理
栄
養
士
に
よ
る
糖
尿
病

に
気
を
付
け
る
食
習
慣
に
つ
い
て

の
講
話

申�

し
込
み
　
６
月
18
日
㈪
ま
で
に
同

病
院
栄
養
管
理
室
（
☎
�
３
２
３

５
）

通
い
の
場
リ
ー
ダ
ー
研
修

介
護
予
防
教
室

出
前
講
座

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

健
康
教
室～

Ｊジ
ェ
イ
コ
ー

Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
病
院
～

申 し 込 み

子宮頸がん検診 乳がん検診

日時
７月27日㈮

午前の部　８時３０分～ 午前の部　９時～
午後の部　12時３０分～ 午後の部　1３時～

場所 しんた21
対象 偶数月生まれの20歳以上の女性 偶数月生まれの40歳以上の女性
内容 子宮頸部細胞診 マンモグラフィー検査
定員 午前1００人、午後1００人 午前1００人、午後8０人

料金 1,7００円 2,2００円
（5０歳以上は1,9００円）

※�登別市国民健康保険や後期高齢者医療制度の加入者、生活保護世帯、
市民税非課税世帯は無料です。
※�午前中の子宮頸がん検診のみ託児ができますので事前に申し出くださ
い。
※�４月１日現在で子宮がん検診は2０歳の方・乳がん検診は4０歳の方に発
送した無料クーポン券も使用できます。
※定員超過のときは抽選になります。
▶�申し込み　６月22日㈮までに、希望する検診名・時間帯、氏名（ふり
がな）、生年月日、住所、電話番号、健康保険の種類、託児する子ど
もの人数・年齢を記入し、郵送またはファクス、Ｅメールで健康推進
グループ（〒０59－００16片倉町６丁目９－１、☎�０１００、思�０
１１１、Ｅメール：shinta21@city.noboribetsu.lg.jp）

子宮頸
けい

がん・乳がん検診
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わ
く
わ
く

お
で
か
け
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
！

６
月
号

●会●員●募●集　ダンスサークル『ひまわり』

福祉社交ダンス『ときめきの会』●２●期●生●募●集

　何歳からでも始められる社交ダンスを、一
緒に楽しみませんか。
練習日時　毎週土曜日1０時～12時
場所　労働福祉センター
会費　３,5００円（６カ月分）
※詳しくは問い合わせください。
問い合わせ　ダンスサークルひまわり・
� 石田さん（☎�７３６９）

　社交ダンスを始めてみませんか。視覚・聴
覚・身体に障がいのある方を歓迎します。あ
わせて男性指導者も募集しています。
練習日時　月２回、日曜日の1０時～12時
※６月は３日㈰と24日㈰です（見学可能）。
場�所　室蘭市障害者福祉総合センター（ぴあ
216）
会費　5００円（年額）
問い合わせ　ときめきの会・大久保さん
� （☎０9０－2874－０52０）

（
一
財
）
自
然
公
園
財
団
登
別
支

部
（
☎
�
３
１
４
１
）

実
行
委
員
会
・
清
水
さ
ん
（
☎
090

－

１
５
２
８

－

６
１
６
２
）

日�

時
　
６
月
10
日
㈰
９
時
30
分
～
13

日
時
　
６
月
14
日
㈭
18
時

場
所
　
市
立
図
書
館

内�

容
　
お
気
に
入
り
の
本
を
紹
介
し

合
う
書
評
合
戦

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

時
※
小
雨
決
行
。

集
合
場
所
　
カ
ル
ル
ス
温
泉
駐
車
場

内�

容
　
橘
湖
周
辺
の
初
夏
の
花
の
観

察
と
健
康
増
進
を
兼
ね
た
自
然
探

勝
会

※�
参
加
者
に
は
、
当
日
限
り
の
カ
ル

ル
ス
温
泉
オ
ロ
フ
レ
荘
日
帰
り
入

浴
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

定
員
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

持�

ち
物
　
昼
食
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、

手
袋
、
雨
具
、
歩
き
や
す
い
靴
な

ど
申�

し
込
み
　
６
月
９
日
㈯
ま
で
に

日�

時
　
６
月
13
日
㈬
・
21
日
㈭
10
時

～
12
時

場
所
　
市
民
会
館

内�

容
　
初
心
者
を
対
象
と
し
た
『
絵

手
紙
』
の
書
き
方
の
ポ
イ
ン
ト
や

コ
ツ
を
学
ぶ

定
員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
500
円

日�

時
　
６
月
17
日
㈰
８
時
50
分
（
受

付
は
８
時
40
分
ま
で
）

場
所
　
岡
志
別
の
森
運
動
公
園

対�

象
　
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
す

る
高
校
生
以
上
の
方
で
編
成
す
る

講�

師
　
絵
手
紙
サ
ー
ク
ル
絵え

綺き

代
表
・

古こ

川が
わ

栄え

津つ

子こ

さ
ん

持�

ち
物
　
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
古
い
お
し

ぼ
り
（
筆
拭
き
用
）
、
コ
ッ
プ

（
水
入
れ
容
器
）

申�

し
込
み
　
６
月
11
日
㈪
ま
で
に
登

別
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

（
☎
�
１
１
１
６
）

チ
ー
ム

定�

員
　
12
チ
ー
ム

※��

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

※
１
チ
ー
ム
12
人
以
内
（
監
督
含
む

参
加
料
　
１
チ
ー
ム
５
千
500
円

※�

１
位
か
ら
３
位
ま
で
の
チ
ー
ム
に

は
賞
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

申�

し
込
み
　
総
合
体
育
館
ま
た
は
登

別
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
６
月
11
日
㈪
９
時

に
同
財
団
事
務
局
へ
持
参

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
同
財
団

�

（
☎
�
１
１
１
６
）

）。

日
時
　
６
月
９
日
㈯
14
時

場
所
　
市
立
図
書
館

対�

象
　
幼
児
以
上
（
幼
児
は
保
護
者

同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日
時
　
６
月
23
日
㈯
13
時
30
分

場
所
　
市
立
図
書
館

対�

象
　
幼
児
以
上
（
幼
児
は
保
護
者

同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

橘た
ち
ば
な
こ湖
の
自
然
探
勝
会

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の
夕
べ

絵
手
紙
教
室

市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

～
え
ほ
ん
の
へ
や
の
お
は
な
し
会
～

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

～
お
は
な
し
ぽ
け
っ
と
～

　６月は、毎週月曜日、29日㈮
が休館日です。

▶�問い合わせ　市立図書館
� （☎�４３２４）

市立図書館 休館情報

      1 2  
 3 4 5 6 7 8 9  
 10 11 12 13 14 15 16  
 17 18 19 20 21 22 23  
 24 25 26 27 28 29 30  
 

６月の営業日カレンダー
休館日 イベント日

日 月 火 水 木 金 土
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９月28日㈮のぼりべつカルチャーナイト2018
参加施設・参加団体を募集します

登別市民憲章制定50周年記念　
リサイクルまつり’18
7/1㈰ イン登別・白老

フリーマーケット出店者募集

　公共施設や民間施設を夜間開放し、地域の文化を
いつもと違う雰囲気で楽しむ行事です。
▶�申し込み　７月2０日㈮までに同実行
委員会・藤井さん（☎０9０－7511－
０2３4)

▶�公式ウェブサイト　http://www.a�
t-ml.jp/1０2００74０/

▶日時　７月１日㈰1０時～14時
▶場所　クリンクルセンター
▶内容　
・�クリンクルスタンプラリー（先着
5００人に、たい肥５㍑プレゼント）
※持ち運び用の袋を持参ください。
・フリーマーケット（雨天中止）
・電気自動車の展示・試乗会
・水素自動車の展示
・エコドライブ体験　など
※�出展者などの都合によりイベント内　
容を変更することがあります。
▶�問い合わせ　環境対策グループ（ク
リンクルセンター内・☎�２９５８）

▶対象　市内居住の方（事業者を除く）
▶�区画　2.25㍍×５㍍（車１台駐車ス
ペース分）
▶募集出店数　24区画（抽選）
▶�申し込み　環境対策グループに備え
付けまたは市公式ウェブサイトに掲
載の申込書を６月11日㈪までに環境
対策グループへ提出（クリンクルセ
ンター内・☎�２９５８）

日
時
　
６
月
16
日
㈯
14
時
～
16
時

場
所
　
と
も
か
な
（
桜
木
町
３
丁
目
）

内�

容
　
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
レ
コ
ー

ド
で
映
画
音
楽
や
ジ
ャ
ズ
を
鑑
賞

定
員
　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
500
円
（
ド
リ
ン
ク
付
き
）

申�

し
込
み
　
６
月
14
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
�
７
１
３
３
）

日
時
　
６
月
22
日
㈮
10
時
～
13
時

場
所
　
し
ん
た
21
　
調
理
室

内�

容
　
地
場
産
の
材
料
を
使
っ
た
ヘ

ル
シ
ー
料
理
を
３
品
調
理

定
員
　
25
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
600
円

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

申�

し
込
み
　
６
月
19
日
㈫
ま
で
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
花
つ
な
の
会
会
長
・

安
達
さ
ん
（
☎
�
７
８
４
５
）

Ａ
・
藤
井
さ
ん
（
☎
090

－

７
５
１

１

－

０
２
３
４
）

実
行
委
員
会
・
清
水
さ
ん
（
☎
090

－
１
５
２
８

－

６
１
６
２
）

申�

し
込
み
　
６
月
６
日
㈬
ま
で
に
登

別
山
岳
会
事
務
局
・
藤
木
さ
ん

（
☎
�
５
８
９
７
）

知
里
幸
恵
さ
ん
の
生
涯
と
彼
女
を

と
り
ま
く
人
々
に
つ
い
て
学
ぶ

定
員
　
50
人

講�

師
　
ア
イ
ヌ
文
化
活
動
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
・
富と

樫が
し

利と
し

一か
ず

さ
ん

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日�

時
　
６
月
16
日
㈯
13
時
30
分
～
15

時
場
所
　
市
立
図
書
館

内�

容
　
『
ア
イ
ヌ
神
謡
集
』
の
著
者
・

日
時
　
６
月
16
日
㈯
６
時
30
分

集�

合
場
所
　
岡
志
別
の
森
運
動
公
園

駐
車
場
（
千
歳
町
）
　

参
加
料
　
４
千
円

持�

ち
物
　
登
山
靴
、
雨
具
、
飲
み
物
、

昼
食
な
ど

日�

時
　
６
月
16
日
か
ら
10
月
６
日
ま

で
の
土
曜
日
（
月
１
～
３
回
・
全

12
回
）

場
所
　
若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
３
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者

内�

容
　
着
物
や
浴
衣
の
着
付
け
、
着

物
を
着
た
と
き
の
挨
拶
・
立
ち
振

る
舞
い
な
ど
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

学
ぶ

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
６
月
10
日
㈰
ま
で
に
同

日
時
　
６
月
24
日
㈰
15
時
30
分

場�

所
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｈハ

ナ

Ａ
Ｎ
Ａ
（
富

士
町
２
丁
目
11

－

７
ブ
テ
ィ
ッ
ク

花
２
階
）

内�

容
　
伊
達
の
ブ
ル
ー
ス
亭
た
く
馬

さ
ん
と
札
幌
の
仔
羊
亭
た
い
よ
う

さ
ん
に
よ
る
落
語
会

定
員
　
30
人

入
場
料
　
１
千
円

チ�
ケ
ッ
ト
販
売
場
所
　
ア
ー
ニ
ス
、

ブ
テ
ィ
ッ
ク
花

問�

い
合
わ
せ
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｈ
Ａ
Ｎ

日�

時
　
６
月
17
日
㈰
10
時
（
９
時
50

分
集
合
）

場
所
　
キ
ウ
シ
ト
湿
原

内�

容
　
カ
キ
ツ
バ
タ
や
エ
ゾ
カ
ン
ゾ

ウ
な
ど
の
初
夏
の
花
の
観
察

定
員
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
歩
き
や
す
い
靴

申�

し
込
み
　
６
月
16
日
㈯
ま
で
に
キ

ウ
シ
ト
湿
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
８
４
７
０
）

レ
コ
ー
ド
を
楽
し
む
会

ヘ
ル
シ
ー
料
理
教
室

ア
イ
ヌ
文
化
講
座

『
知ち

里り

幸ゆ
き

恵え

・
そ
の
愛
』

春
の
市
民
登
山
会

～
イ
チ
ャ
ン
コ
ッ
ペ
山
登
山
～

伝
統
文
化
和
装
礼
法

親
子
教
室

の
ぼ
り
べ
つ
落
語
会

～
ふ
た
り
語
り
～

キ
ウ
シ
ト
湿
原

初
夏
の
観
察
会

25 わくわくおでかけナビゲーション



日�

時
　
６
月
27
日
か
ら
８
月
８
日
ま

で
の
毎
週
水
曜
日
10
時
～
12
時

（
７
月
11
日
を
除
く
・
全
６
回
）

場
所
　
市
民
会
館

内�

容
　
手
軽
で
便
利
な
筆
ペ
ン
を
使

い
、
ハ
ガ
キ
・
封
書
・
の
し
袋
な

ど
の
表
書
き
に
役
立
つ
楷
書
、
行

書
、
平
仮
名
、
片
仮
名
の
書
き
方

日�

時
　
６
月
23
日
㈯
13
時
～
14
時
30

分
場
所
　
と
も
か
な
（
桜
木
町
３
丁
目
）

内�
容
　
一
日
の
疲
れ
を
残
さ
な
い
た

め
の
睡
眠
体
操
を
学
ぶ

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
500
円

講�

師
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
リ
ン

パ
健
康
学
普
及
協
会
・
川か

わ

島し
ま

雅ま
さ

司し

さ
ん

申�

し
込
み
　
６
月
21
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
�
７
１
３
３
）

日
時
　
６
月
23
日
㈯
10
時
～
12
時

場
所
　
カ
ン
ト
・
レ
ラ

内�

容
　
登
別
産
ど
ん
ぐ
り
と
ホ
ッ
ト

日
時
　
７
月
３
日
㈫
10
時
～
12
時

場
所
　
市
民
会
館

内�

容
　
初
級
者
か
ら
中
級
者
を
対
象

に
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
の
作
り
方
を
学

ぶ
定
員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

参�

加
料
　
１
千
500
円
～
２
千
円
（
材

料
費
含
む
）

講�
師
　
ジ
ャ
パ
ン
ビ
ー
ズ
ク
ラ
フ
ト

協
会
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・
鈴す

ず

木き

麻ま

紀き

さ
ん

申�

し
込
み
　
６
月
22
日
㈮
ま
で
に
登

別
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

（
☎
�
１
１
１
６
）

日
時
　
６
月
30
日
㈯
14
時
～
16
時

場�
所
　
室
蘭
工
業
大
学
ロ
ボ
ッ
ト
ア

リ
ー
ナ

対
象
　
小
学
４
～
６
年
生

日�

時
　
６
月
23
日
㈯
10
時
～
17
時
、

24
日
㈰
10
時
～
16
時

場
所
　
鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問�

い
合
わ
せ
　
ピ
リ
カ
ノ
カ
の
会
・

坂
下
さ
ん
（
☎
090

－

２
０
５
０

－

１
９
４
０
）

日�

時
　
６
月
27
日
㈬
か
ら
７
月
20
日

㈮
ま
で
の
毎
週
水
・
金
曜
日
18
時

30
分
～
20
時
30
分
（
７
月
６
日
を

除
く
・
全
７
回
）

場�

所
　
シ
ー
サ
イ
ド
ゴ
ル
フ
セ
ン

タ
ー
（
富
浦
町
３
丁
目
）

対
象
　
ゴ
ル
フ
初
心
者
の
女
性

定
員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

参�

加
料
　
８
千
円
（
ボ
ー
ル
代
、
傷

害
保
険
料
を
含
む
）

日
時
・
内
容
　

①�

７
月
26
日
㈭
10
時
～
12
時
…
ス
ク

リ
ュ
ー
船
作
り
・
風
車
作
り

②�

７
月
27
日
㈮
10
時
～
12
時
…
万
華

鏡
作
り

場
所
　
郷
土
資
料
館

対�

象
　
小
学
生
以
上
（
小
学
１
・
２

年
生
は
保
護
者
同
伴
）

定
員
　
各
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
各
300
円

持�

ち
物
　
水
遊
び
が
で
き
る
服
装

（
①
の
み
）

申�

し
込
み
　
６
月
30
日
㈯
か
ら
７
月

20
日
㈮
ま
で
に
郷
土
資
料
館
（
☎

�
１
３
３
９
）

日
時
　
７
月
８
日
㈰
10
時
～
12
時

場
所
　
郷
土
資
料
館

内�

容
　
笹
舟
作
り
、
水
遊
び
、
流
し

そ
う
め
ん
体
験

定
員
　
50
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
200
円

申�

し
込
み
　
６
月
20
日
㈬
か
ら
30
日

㈯
ま
で
に
郷
土
資
料
館
（
☎
�
１

３
３
９
）

内�

容
　
モ
ー
タ
ー
の
回
転
と
伝
達
の

仕
組
み
を
学
び
な
が
ら
、
水
上
バ

イ
ク
型
ロ
ボ
ッ
ト
を
組
み
立
て
る

定�

員
　
10
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

申
込
期
限
　
６
月
14
日
㈭

※�

申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
同
大
学
ロ
ボ
ッ
ト
ア

リ
ー
ナ
（
☎
�
５
３
３
７
）

ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク
ス
を
使
っ
た
縄
文

風
む
し
パ
ン
作
り

定
員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
200
円

申�

し
込
み
　
６
月
22
日
㈮
ま
で
に
カ

ン
ト
・
レ
ラ
（
☎
�
２
０
６
９
）

を
習
う

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
２
千
円
（
材
料
費
含
む
）

講�

師
　
登
別
書
道
連
盟
会
長
・
成な

り

田た

成せ
い

峰ほ
う

さ
ん

持
ち
物
　
文
鎮

申�

し
込
み
　
６
月
20
日
㈬
ま
で
に
登

別
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

（
☎
�
１
１
１
６
）

持�

ち
物
　
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
、
ゴ
ル
フ

シ
ュ
ー
ズ
（
ス
パ
イ
ク
禁
止
）
、

グ
ロ
ー
ブ
な
ど

申�

し
込
み
　
６
月
５
日
㈫
か
ら
15
日

㈮
ま
で
に
登
別
市
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興
財
団
（
☎
�
１
１
１
６
）

筆
ペ
ン
習
字
教
室

体
を
知
っ
て
健
康
を
考
え
る
講
座

縄
文
む
し
パ
ン
を
つ
く
ろ
う
！

ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
教
室

水
上
バ
イ
ク
型
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
ろ
う

ア
イ
ヌ
刺
繍
作
品
展

初
心
者
レ
デ
ィ
ー
ス

ゴ
ル
フ
教
室

体
験
学
習

『
夏
休
み
工
作
教
室
』

体
験
学
習
『
笹
舟
あ
そ
び
と

そ
ー
め
ん
流
し
』

６月～７月の登別漁港・白老港 朝市のお知らせ
　いぶり中央漁業協同組合水産物消費拡大推進事業実行
委員会は、地場水産品の消費拡大と魚食の普及を図るた
め、朝市を実施します。
▶日時・場所　６月16日㈯９時～　登別漁港
　　　　　　　７月29日㈰９時～　白老港
▶販売魚介類　塩マス、ツブ貝、エビ類、その他魚介類
※商品が完売次第、終了となります。
▶問い合わせ　いぶり中央漁業協同組合（☎�５００１）
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



日�

時
　
７
月
２
日
㈪
・
23
日
㈪
９
時

30
分
～
12
時

場
所
　
市
民
会
館

内�

容
　
茶
碗
や
皿
、
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ

プ
な
ど
の
制
作

定
員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

受
講
料
　
１
千
500
円
（
材
料
費
含
む
）

講�

師
　
登
別
美
術
協
会
会
員
・
佐さ

藤と
う

彰あ
き
らさ
ん

持
ち
物
　
タ
オ
ル
（
手
拭
き
用
）

日
時
　
７
月
11
日
㈬
10
時
～
12
時

日
時
　

○�

一
日
目
…
７
月
７
日
㈯
10
時
～
17

時
○�

二
日
目
…
７
月
８
日
㈰
９
時
～
17

時
場�
所
　
市
民
プ
ー
ル
『
ら
く
あ
』
研

修
室

対
象
　
中
学
生
以
上

内�

容
　
個
人
や
チ
ー
ム
の
実
力
を
発

揮
す
る
た
め
に
「
心
」
を
強
化
・

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
メ
ン
タ
ル
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
術
を
学
ぶ

定
員
　
70
人
（
申
し
込
み
順
）

参�

加
料
　
２
千
円
（
大
学
生
以
下
は

１
千
円
）

講�

師
　
東
海
大
学
体
育
学
部
教
授
・

高こ
う

妻づ
ま

容よ
う

一い
ち

さ
ん

持�

ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
、
筆
記

用
具

申�

し
込
み
　
６
月
５
日
㈫
か
ら
22
日

㈮
ま
で
に
登
別
市
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興
財
団
（
☎
�
１
１
１
６
）

日�

時
　
６
月
30
日
㈯
10
時
30
分
～
12

時
場�

所
　
室
蘭
工
業
大
学
ロ
ボ
ッ
ト
ア

リ
ー
ナ

対
象
　
小
学
２
・
３
年
生

内�

容
　
空
気
エ
ン
ジ
ン
の
仕
組
み
を

学
び
な
が
ら
、
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー

型
ロ
ボ
ッ
ト
を
組
み
立
て
る

定�

員
　
10
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

申
込
期
限
　
６
月
14
日
㈭

※�

申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
同
大
学
ロ
ボ
ッ
ト
ア

リ
ー
ナ
（
☎
�
５
３
３
７
）

対�
象
　
10
人
以
上
の
市
民
が
参
加
し

て
行
う
軽
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
指
導

指
導
時
間
　
２
時
間
程
度

種�

目
　
キ
ン
ボ
ー
ル
、
フ
ロ
ア
カ
ー

リ
ン
グ
、
ス
ポ
ン
ジ
テ
ニ
ス
、
室

内
ペ
タ
ン
ク
な
ど

※
用
具
は
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

申�

し
込
み
　
登
別
市
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興
財
団
に
備
え
付
け
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
提
出

問
い
合
わ
せ
　
同
財
団

�

（
☎
�
１
１
１
６
）

日�
時
　
８
月
７
日
㈫
８
時
50
分
～
18

時
40
分

場
所
　
同
大
学

日�

時
　
８
月
６
日
㈪
9
時
～
16
時
40

分
場
所
　
同
大
学

対�

象
　
登
別
市
・
室
蘭
市
・
伊
達
市
・

豊
浦
町
・
壮
瞥
町
・
洞
爺
湖
町
に

お
勤
め
の
方
、
平
成
31
年
４
月
に

就
職
す
る
方

定
員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

受�

講
料
　
２
千
円
（
教
材
費
な
ど
を

含
む
）

講
師
　
同
大
学
技
術
部
技
術
職
員

申�

込
期
間
　
７
月
２
日
㈪
か
ら
13
日

㈮
ま
で

※�

申
し
込
み
方
法
や
講
習
の
内
容
な

ど
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
同
大
学
総
務
広
報
課
　

広
報
地
域
連
携
係
（
☎
�
５
０
１

６
）

対�

象
　
登
別
市
・
室
蘭
市
・
伊
達
市
・

豊
浦
町
・
壮
瞥
町
・
洞
爺
湖
町
に

お
勤
め
の
方
、
平
成
31
年
４
月
に

就
職
す
る
方

定
員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

受�

講
料
　
２
千
円
（
教
材
費
な
ど
を

含
む
）

講
師
　
同
大
学
技
術
部
技
術
職
員

申�

込
期
間
　
７
月
２
日
㈪
か
ら
13
日

㈮
ま
で

※�

申
し
込
み
方
法
や
講
習
の
内
容
な

ど
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
同
大
学
総
務
広
報
課

広
報
地
域
連
携
係
（
☎
�
５
０
１

６
）

場
所
　
市
民
会
館

内�

容
　
パ
ン
キ
ッ
シ
ュ
、
ガ
ー
デ
ン

ス
ー
プ
、
ハ
ー
ブ
チ
キ
ン
サ
ラ
ダ
、

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
作
り

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
千
300
円
（
材
料
費
含
む
）

講�

師
　
ハ
ー
ブ
＆ア

ン
ド
ア
ロ
マ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
・
磯い

そ

野の

み
ゆ
き
さ
ん
、

清し

水み
ず

ま
さ
み
さ
ん

持�

ち
物
　
布
巾
、
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
、

筆
記
用
具

※�

７
月
５
日
㈭
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル

は
材
料
費
が
か
か
り
ま
す
。

申�

し
込
み
　
６
月
22
日
㈮
ま
で
に
登

別
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

（
☎
�
１
１
１
６
）

申�

し
込
み
　
６
月
22
日
㈮
ま
で
に
登

別
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

（
☎
�
１
１
１
６
）

陶
芸
教
室

ハ
ー
ブ
教
室

メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

空
気
で
走
る
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
を

作
ろ
う

軽
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
を

派
遣
し
ま
す

安
全
講
習
会
『
低
圧
電
気
取
扱
業
務

特
別
教
育
』

～
室
蘭
工
業
大
学
公
開
講
座
～

安
全
講
習
会
『
自
由
研け

ん

削さ
く

と
い
し
の

取
替
え
等
業
務
特
別
教
育
』

～
室
蘭
工
業
大
学
公
開
講
座
～

27 わくわくおでかけナビゲーション



のぼりん文化講座

申し込みは開催日の３日前までです。

葉画教室（高
た か

野
の

　恵
け い

子
こ

講師）
日時　６月15日㈮1０時～12時
内容　�色々な葉で色紙大の絵

を描きます
定員　1０人（申し込み順）
参加料　1,０００円

陶芸教室（佐
さ

藤
と う

　彰
あきら

講師）
日時　６月16日㈯1０時～12時
内容　�粘土で花瓶やコップを

作ります
定員　2０人（申し込み順）
参加料　1,０００円（材料費）

初心者書道教室（成
な り

田
た

　成
せ い

峰
ほ う

講師）
日時　６月2０日㈬1０時～12時
内容　�楷書や行書を学びます
定員　1０人（申し込み順）
持ち物　�硯、墨液、筆（大小）、

文鎮、下敷き、半紙、新聞紙

かっぽれ（櫻
さくら

川
が わ

　偲
し

有
ゆ う

講師）
日時　６月25日㈪1３時３０分～15時３０分
内容　楽しく粋な江戸芸です
定員　15人（申し込み順）
持ち物　動きやすい服装、日本手ぬぐい

のぼりん展示コーナー

登別水彩クラブ会員作品展
（同クラブ主催）
展示期間　６月８日㈮９時～19日㈫21時
展示内容　水彩画作品を約17点展示します

のぼりんイベント

琴とお三味線の体験
（鈴

り ん

の会主催）
日時　６月1０日㈰
　　　1０時～12時
内容　�子どもから大人

まで、琴と三味
線の演奏を体験
することができ
ます

定員　５人（申し込み順）
申し込み　�６月８日㈮までにのぼりん

整
せ い

膚
ふ

ボランティア施術会
（登別整膚ボランティア会主催）
日時　６月16日㈯
　　　1０時～12時
定員　1０人（申し込み順）
申し込み　�６月15日㈮までに

櫻
さくら

井
い

さん
　　　　　（☎�９１５４）

遺言書作成講座
（行政書士・安

あ

部
べ

　裕
ゆ う

一
い ち

講師）
日時　６月25日㈪1３時～17時
内容　�遺言書を書きたい方

や自身が書いた遺言
書に問題がないか不
安のある方に、遺言
書の書き方を教えま
す

※�すでに専門家に相談され
ている方は対象外です。

定員　７人（申し込み順）
参加料　5００円
申し込み　６月24日㈰までにのぼりん

申し込み・問い合わせ　☎�６８６６

市民活動センター『のぼりん』からのお知らせ
　このほかにも、さまざまな催しがありますので、詳しくは問い合わせください。
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



山の学校
～山のサイクリング～
　初夏の林道をマウンテ
ンバイクで探索します。
日�時　６月24日㈰1０時～
15時
対�象　小学４年生～中学
３年生
参加料　8００円
持�ち物　野外で活動できる服装と靴、手袋、着替
え、帽子、飲み物、昼食など
申�し込み　６月21日㈭までにふぉれすと鉱山

ながぐつレンジャー
～森へ出かけてフシギ発見～
　森へ出かけて自然のフ
シギを調査します。
日�時　６月1０日㈰1０時～
15時
対象　小学１～６年生
参加料　2００円
持�ち物　野外で活動でき
る服装と靴、手袋、帽
子、着替え、飲み物、
昼食など
申し込み　６月９日㈯までにふぉれすと鉱山

木の学校～オシャレ額縁～
　木を使った額縁を作りま
す。
日時　６月12日㈫
　1０時～14時
対象　18歳以上の方
定員　７人（申し込み順）
参加料　8００円
持�ち物　汚れてもよい服装、
エプロン、昼食など
申し込み　６月1０日㈰までにふぉれすと鉱山

鉱山町フラワーソン
～市民参加型の調査活動～
　植物の開花調査を行います。
日時　６月16日㈯1０時～15時
対�象　18歳以上の方
参加料　2００円
持�ち物　野外で活動できる服
装、帽子、飲み物、昼食な
ど

申�し込み　６月15日㈮までに
ふぉれすと鉱山

ふるさと里山
～『植樹の日』～
　山取り苗と、育てた苗木の
植樹を行います。
日時　６月2３日㈯1０時～12時
対�象　どなたでも（小学生以
下は保護者同伴）

参加料　2００円
持�ち物　野外で活動できる服
装と靴、飲み物、帽子など

申�し込み　６月2０日㈬までに
ふぉれすと鉱山

たまにはアウトドアライフ
～はじめてのシャワークライミング～
　沢登りやシャワークライミングなど、遊びなが
ら美

み

沢
さわ

の滝を目指します。
日時　６月３０日㈯1０時～15時
対象　18歳以上の方
定員　12人（申し込み順）
参加料　1,０００円
持�ち物　動きやすく速乾性のある服装、沢登りに
適した靴（沢靴）、リュック、昼食、飲み物な
ど

※沢靴とヘルメットはレンタルできます。
申し込み　６月27日㈬までにふぉれすと鉱山

ふぉれすと鉱山に遊びに行こう
申し込み・問い合わせ　☎� 2 5 6 9

　このほかにも、さまざまな催しがありますので、詳しくは問い合わせください。
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若いチカラが登別の未来を創る

日
時
　

・
６
月
16
日
㈯

　
11
時
～
14
時
30
分

・
６
月
10
日
㈰
・
23
日
㈯
・
24
日
㈰

　
10
時
～
14
時
30
分

問
い
合
わ
せ
　
入
学
広
報
室

�

（
☎
０
１
２
０

－

666

－

965
）

申し込み・問い合わせ
登別消費者協会（☎�83０７）

火～金曜日（祝日を除く）10時～16時

こどものほん

今月の新着図書
市立図書館
☎�４３２４

※�市立図書館では、毎月購入している本の全リスト
を差し上げています。ご利用ください。

※�申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間
は６カ月です。継続希望の場合は、再度申し込みく
ださい。

▶登録できないもの
　�衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、
自動車、バイク、船、傷みの激しいものやあっせん
品としてふさわしくないもの

ゆずります（無料に限ります）
●スキー靴（2３㌢㍍）●スキーウエア（ピンク・11号）
●ラジオカセット（ＣＤ利用不可）●電話機（ファクス
なし・子機１つ）●クーラーボックス（44㌢㍍×３０㌢㍍
×３０㌢㍍・4３㌢㍍×３０㌢㍍×３4㌢㍍）●ひな飾り（七段
飾り）●介護用ベッド（１モーター付き）●カナディア
ンカヌー●子ども机用の回転椅子●レコードプレーヤー
●餅つき器（味噌羽根付き一升用）●ジュースミキサー
（３6㌢㍍）●冷凍庫（前ドア式15０㍑）●電子オルガン
●卓球台●油絵用セット一式●習字用セット一式

ゆずってください（無料に限ります）
●パークゴルフクラブ（男性用）●歩くスキー（18０㌢
㍍）とストック●スキー板とストック（小学１年生の女
子用）●スキー板とストック（年少の女子用）●スキー
靴（16～17㌢㍍・女子用）●スキー靴（18～19㌢㍍・女
子用）●餅つき器（味噌羽根付き一升用）●餅つき器
（一升用）●ダッチオーブン●ドラムセット一式●夏タ
イヤ４本（145㍉㍍×1３㌅）●磯釣り用竿（リール・救
命胴衣）●チャイルドシート（新生児用）●電子ピアノ
●パークゴルフ一式ボール込み（男性用・女性用）

極
きょく

北
ほく

へ
石
いし

川
かわ

　直
なお

樹
き

�著
　2０歳で北米大陸最高峰デナリの頂

いただき

に初めて立った。この遠征から、ア
ラスカ、グリーンランド、カナダ、
ノルウェーなどの極北へ向かう全て
の旅が始まった。世界を駆け抜ける
写真家の原点となった旅をつづる。

◇青空と逃げる� 辻
つじ

村
むら

　深
み

月
づき

�著
◇義和団の乱� 松

まつ

岡
おか

　圭
けい

祐
すけ

�著
◇吉祥寺デイズ� 山

やま

田
だ

　詠
えい

美
み

�著

あかちゃん新
しん

社
しゃ

長
ちょう

がやってきた

　妹
いもうと

が生
う

まれ、社
しゃ

長
ちょう

の座
ざ

を明
あ

け渡
わた

す
ことになってしまった元

もと

あかちゃん
社
しゃ

長
ちょう

。パパもママも新
しん

社
しゃ

長
ちょう

の言
い

いな
りです。元

もと

あかちゃん社
しゃ

長
ちょう

は、つい
に大

だい

胆
たん

な行
こう

動
どう

にでるのですが…？

マーラ・フレイジー�作
さく

◇おべんとうしろくま� 柴
しば

田
た

ケイコ�作
さく

・絵
え

◇どう解
と

く？ 答
こた

えのない道
どう

徳
とく

の問
もん

題
だい

� やまざき�ひろし�ぶん
◇うちの３姉

し

妹
まい

 ジュニア版
ばん

� 松
まつ

本
もと

ぷりっつ�著
ちょ

不用品 市ダイヤル

北
海
道
共
同
募
金
会
か
ら
、
２
０

４
月
12
日
㈭
・
13
日
㈮
、
登
別
温

泉
に
あ
る
第
一
滝
本
館
で
、
情
報
処

理
科
・
Ｃ
Ｇ
デ
ザ
イ
ナ
ー
科
・
ゲ
ー

ム
ク
リ
エ
イ
タ
ー
科
・
ビ
ジ
ネ
ス
科

の
学
生
が
『
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

合
宿
』
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
合
宿
は
、
新
入
生
同
士
の
親

睦
を
深
め
る
た
め
、
毎
年
行
っ
て
い

る
も
の
で
、
学
生
た
ち
は
各
学
科
に

与
え
ら
れ
た
課
題
に
挑
戦
し
、
合
宿

の
最
後
に
は
発
表
を
行
う
な
ど
、
充

実
し
た
２
日
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

１
７
年
度
（
平
成
29
年
度
）
共
同
募

金
運
動
へ
の
協
力
が
顕
著
で
あ
っ
た

団
体
と
し
て
、
本
校
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

本
校
で
は
、
２
０
１
５
年
度
か
ら

Ｃ
Ｇ
デ
ザ
イ
ナ
ー
科
の
学
生
が
寄
付

金
付
き
バ
ッ
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
を
担
当

し
て
お
り
、
校
内
で
行
わ
れ
た
表
彰

式
で
は
、
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
た
学

生
が
代
表
し
て
、
表
彰
状
を
受
け
取

り
ま
し
た
。

新
入
生
同
士
が
合
宿
で
親
睦

募
金
運
動
の
功
績
が

た
た
え
ら
れ

６
月
の
『
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
＋
体
験
入
学
』

▲�表彰状を受け取るＣＧデザイ
ナー科２年生の木

き

村
むら

佳
か

音
のん

さん
（左から２番目）

▲�オリエンテーション合宿に参加した学
生たちの集合写真
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登別市連合町内会事務局
市民協働グループ内

☎� １ ０ ７ ９ 　思� ７ ６ ７ ４
地域だより

町内会の
いきいき実践活動を紹介

許
せ
な
い
、
不
法
投
棄

悩
み
事
を
話
し
合
い

春
の
花
で
観
光
客
を

お
も
て
な
し

楽
し
む
健
康
づ
く
り

　
富
岸
町
内
会
は
、
４
月
22
日
㈰
の

春
の
登
別
ク
リ
ー
ン
作
戦
で
、
住
宅

地
や
山
間
部
の
ご
み
拾
い
を
行
い
ま

し
た
。

　
人
の
目
に
つ
き
に
く
い
空
き
地
や

道
路
に
は
、
空
気
清
浄
器
、
タ
イ
ヤ
、

ソ
フ
ァ
、
家
庭
ご
み
な
ど
が
散
乱
し

て
お
り
、
参
加
者
は
、
心
な
い
人
の

行
為
に
心
を
痛
め
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
町
内
会
と
し
て
も
見
回

り
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　
幌
別
鉄
南
地
区
連
合
町
内
会
は
、

８
単
位
町
内
会
の
高
齢
者
の
み
の
世

帯
や
一
人
暮
ら
し
の
方
を
中
心
に
日

常
生
活
で
の
悩
み
や
町
内
会
に
頼
み

た
い
こ
と
を
話
し
合
う
『
住
民
福
祉

座
談
会
』
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
各
町
内
会
で
は
、
支
援
を
必

要
と
す
る
方
に
『
き
ず
な
安
心
キ
ッ

ト
』
を
配
布
す
る
な
ど
、
日
頃
か
ら

の
見
守
り
や
助
け
合
い
な
ど
の
活
動

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
登
別
東
町
一
町
会
は
、
４
月
22
日

㈰
、
登
別
駅
周
辺
の
市
道
メ
ル
ヘ
ン

通
り
と
登
別
温
泉
に
通
じ
る
石
山
通

り
、
Ｊ
Ｒ
登
別
駅
の
花
だ
ん
に
、
800

株
の
パ
ン
ジ
ー
や
ビ
オ
ラ
の
花
植
え

を
行
い
、
地
域
の
沿
道
美
化
活
動
に

汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
登
別
駅
を
利
用
す
る
市
民
や

観
光
客
に
、
お
も
て
な
し
の
気
持
ち

を
届
け
ま
す
。

　
中
央
東
町
内
会
は
、
４
月
か
ら
11

月
ま
で
活
動
日
を
決
め
て
、
市
営
陸

上
競
技
場
で
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
用
の

ポ
ー
ル
（
杖
）
を
活
用
し
て
体
を
ほ

ぐ
し
て
か
ら
、
歩
く
健
康
づ
く
り
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ポ
ー
ル
を
握
り
腕
を
振
っ
て
歩
く

参
加
者
は
、
小
鳥
の
さ
え
ず
り
や
会

話
を
楽
し
み
な
が
ら
、
心
地
よ
い
汗

を
流
し
、
体
力
づ
く
り
に
励
ん
で
い

ま
す
。

富
岸
町
内
会

�

会
長
　
工く

藤ど
う

　
保や

す

秋あ
き

　
　

幌
別
鉄
南
地
区
連
合
町
内
会

�

会
長
　
森も

り

　
　
芳よ

し

昭あ
き

　
　

登
別
東
町
一
町
会

�

会
長
　
中な

か

川が
わ

　
信し

ん

市い
ち

　
　

中
央
東
町
内
会

�

会
長
　
増ま

す

田だ

　
　
厚あ

つ
し
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情報をご覧いただけます登別市議会 で または検索

多
様
な
視
点
か
ら
の

�

予
算
審
査

平
成
30
年
度

�

予
算
審
査
の
概
要

予算審査特集 平成30年度予算を問う

　平
成
30
年
度
の
予
算
審
査
は
４
日
間
に

わ
た
り
、
国
民
健
康
保
険
な
ど
の
６
特
別

会
計
、
水
道
・
下
水
道
事
業
の
公
営
企
業

会
計
と
一
般
会
計
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　介
護
保
険
特
別
会
計
で
は
、
生
活
支
援

体
制
整
備
事
業
の
講
演
会
な
ど
に
お
け
る

広
報
の
効
果
、
学
校
給
食
事
業
特
別
会
計

で
は
施
設
備
品
な
ど
の
整
備
更
新
計
画
の

考
え
、
カ
ル
ル
ス
温
泉
ス
キ
ー
場
事
業
特

別
会
計
で
は
、
ス
キ
ー
場
の
役
割
と
経
営

に
係
る
調
査
の
考
え
な
ど
、
全
特
別
会
計

に
お
い
て
事
業
内
容
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　一
般
会
計
で
は
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の

民
間
運
営
へ
の
考
え
に
つ
い
て
、
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
事
業
の
取
り
組
み
内
容
と

庁
内
の
連
携
状
況
、
児
童
虐
待
防
止
啓
発

事
業
は
専
門
員
の
業
務
内
容
に
つ
い
て
、

登
別
ブ
ラ
ン
ド
は
食
品
以
外
の
ブ
ラ
ン
ド

品
創
出
を
、
市
民
参
加
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
策
定
や
、
救
急
救
命
士
養
成
の
取
り
組

み
、
市
民
プ
ー
ル
の
修
繕
費
と
受
益
者
負

担
の
考
え
な
ど
、
幅
広
く
多
様
な
視
点
で

事
業
内
容
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　最
後
に
市
民
・
前
進
と
市
政
ク
ラ
ブ
21

の
２
会
派
よ
り
総
括
質
疑
を
行
い
、
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
、
歳
入
確
保
と
歳
出
縮

減
の
考
え
や
、
適
正
な
事
務
事
業
評
価
を

行
っ
た
上
で
予
算
編
成
が
な
さ
れ
て
い
る

の
か
な
ど
を
た
だ
し
ま
し
た
。
従
前
以
上

に
施
設
な
ど
の
現
状
把
握
、
各
事
業
の
的

確
な
分
析
な
ど
を
行
っ
た
上
で
質
疑
が
展

開
さ
れ
た
予
算
審
査
で
あ
り
ま
し
た
。

�

（
松
山
）

　平成30年第 1回定例会において、 3月1４日～1６日、
1９日の ４日間、予算・決算委員会を開き、平成30年度
の予算関連議案の審査を行いました。
　委員1６名から延べ1６５項目にわたる質疑の後、総括
質疑を行い、審査は合計で約20時間30分に及びました。
　その結果、介護保険特別会計予算、後期高齢者医療
特別会計予算は採決により可決、そのほかは全会一致
で可決しました。

総
括
質
疑

教
育
に
関
す
る
こ
と

生
活
・
福
祉
に
関
す
る
こ
と

　平
成
30
年
度
の
予
算
は
、
総
合
計
画
第
３

期
基
本
計
画
に
お
け
る
、
第
１
次
実
施
計
画

の
最
終
年
度
と
し
て
編
成
さ
れ
た
も
の
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
財
政
運
営
の
健
全

化
と
、
大
型
公
共
施
設
の
更
新
な
ど
を
控
え

る
中
、
中
期
財
政
見
通
し
の
単
年
度
収
支
累

積
額
が
５
億
円
の
赤
字
を
見
込
み
、
財
政
調

整
基
金
も
減
少
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　財
政
の
弾
力
性
を
表
す
指
標
で
あ
る
、
経

常
収
支
比
率
が
高
止
ま
り
し
て
い
る
理
由
に

つ
い
て
、
公
債
費
や
経
常
的
支
出
の
影
響
で

あ
る
の
か
を
た
だ
し
ま
し
た
。
す
べ
て
の
事

務
事
業
に
つ
い
て
行
政
が
担
う
べ
き
必
要
性

を
検
証
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
か
つ

効
率
的
な
活
用
を
す
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま

し
た
。

　事
業
の
進
ち
ょ
く
や
効
果
な
ど
を
評
価
し
、

次
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
検
討
す
る
事
務
事
業
評

価
で
、
廃
止
や
統
合
と
判
定
し
た
事
業
が
、

そ
の
ま
ま
の
内
容
で
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
に
よ
る
予
算
編
成
を
前
提
に
事

務
事
業
評
価
や
実
施
計
画
ロ
ー
リ
ン
グ
、
横

断
業
務
調
整
会
議
で
経
た
結
果
を
踏
ま
え
て
、

事
業
の
優
先
度
、
費
用
対
効
果
な
ど
あ
ら
ゆ

る
視
点
か
ら
再
検
討
し
予
算
編
成
を
行
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
継
続
事
業
の
見
直

し
や
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
が
必
要
と

提
案
し
ま
し
た
。�

（
工
藤
）

　今
後
も
財
政
的
に
厳
し
い
状
況
が
継
続
す

る
中
、
市
役
所
本
庁
舎
や
各
公
共
施
設
の
老

朽
化
、
人
口
減
に
よ
る
市
税
な
ど
の
減
収
、

教
育
の
問
題
、
観
光
施
策
問
題
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
諸
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　歳
入
で
は
公
共
施
設
の
老
朽
化
や
、
機
材

更
新
を
か
ん
が
み
、
受
益
者
負
担
を
増
額
し
、

各
施
設
が
単
独
で
運
営
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
く
べ
き
と
提
案
し
ま
し
た
。

　高
齢
者
の
需
要
が
高
ま
る
地
域
包
括
ケ
ア

支
援
や
町
内
会
役
員
、
民
生
委
員
の
担
い
手

不
足
の
問
題
を
指
摘
し
、
早
期
対
策
の
必
要

性
に
つ
い
て
求
め
ま
し
た
。

　教
育
で
は
新
た
な
学
習
指
導
要
領
へ
の
現

場
の
対
応
状
況
や
特
色
あ
る
登
別
の
教
育
と

の
関
連
付
け
を
た
だ
し
ま
し
た
。
研
修
機
会

の
充
実
や
英
語
教
育
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
づ
く

り
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
総
ぐ
る
み
で

教
育
目
標
を
達
成
す
る
体
制
づ
く
り
と
し
て
、

登
別
版
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
推
進

す
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　観
光
で
は
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
の
向
上
に

よ
る
、
イ
メ
ー
ジ
の
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

　最
後
に
公
助
、
共
助
、
自
助
の
役
割
を
果

た
す
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
協
力
し
合
い

な
が
ら
ど
う
し
た
ら
実
現
で
き
る
か
に
つ
い

て
検
討
を
行
う
べ
き
と
提
案
し
ま
し
た
。

�

（
杉
尾
）

質
　ス
マ
ホ
に
関
連
し
た
い
じ
め
を
防
ぐ
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。
ま
た
、
今
後

の
課
題
は
。

答
　ス
マ
ホ
ル
ー
ル
を
作
成
し
周
知
し
て
い

る
が
、
ま
だ
浸
透
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
現

段
階
で
、
他
種
の
い
じ
め
に
比
べ
て
ト
ラ
ブ

ル
の
事
例
は
多
く
な
い
も
の
の
、
今
後
さ
ら

な
る
ス
マ
ホ
の
普
及
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
早
い
段
階
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　ス
マ
ホ
の
利
用
に
関
し
て
は
、
各
学
校
に

お
い
て
課
題
を
継
続
的
に
取
り
上
げ
て
も
ら

い
、
改
善
策
を
考
え
て
い
き
た
い
。

�

（
宮
武
）

質
　平
成
30
年
度
の
小
中
学
校
の
耐
震
化
率

と
未
耐
震
の
学
校
の
状
況
は
。

答
　耐
震
化
率
は
7９
・
5
％
で
、
平
成
32
年

度
に
は
幌
別
西
小
学
校
、
登
別
小
学
校
、
幌

別
東
小
学
校
、
幌
別
中
学
校
の
耐
震
化
が
完

了
す
る
予
定
で
あ
る
。

質
　登
別
市
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
が
平

成
31
年
度
に
改
定
さ
れ
る
が
、
校
区
内
に
市

営
住
宅
を
抱
え
る
学
校
へ
の
影
響
は
。

答
　学
校
と
公
営
住
宅
の
あ
り
方
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
影
響
な
ど
を
都
市
整
備
部
と
協

議
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か
考

え
て
い
き
た
い
。�

（
木
村
）

　平
成
31
年
度
よ
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
用
い
て
住
民
票
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

を
始
め
る
意
向
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
導
入
に

は
高
額
な
シ
ス
テ
ム
改
修
費
が
必
要
と
な
る

た
め
、
開
始
ま
で
の
1
年
間
に
お
い
て
、
コ

ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
場
合
の

費
用
対
効
果
の
検
証
を
行
う
こ
と
を
提
案
し

ま
し
た
。
年
間
7
万
件
あ
る
証
明
書
発
行
業

務
の
80
％
が
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
移
行
で
き
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
人
件

費
縮
減
や
支
所
再
編
の
可
能
性
に
つ
い
て
検

討
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

�

（
辻
）

予算・決算委員会（平成30年度予算審査）総括質疑、各委員の質疑

市

民
・
前

進

市
政
ク
ラ
ブ
21

厳
し
い
財
政
の

�

予
算
編
成
方
法
を
た
だ
す

市
民
の
福
祉
向
上
が
で
き
る

�

予
算
編
成
に

い
じ
め
を
防
止
す
る
取
り
組
み
は

学
校
の
耐
震
化

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
活
用
に
向
け
て

※

※ホスピタリティー…丁重なもてなし。また、もてなしの心。

32� 議会だより　でぃすかす
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に
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、
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取
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活
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に
関
す
る
こ
と
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成
30
年
度
の
予
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、
総
合
計
画
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期
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計
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に
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る
、
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実
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計
画

の
最
終
年
度
と
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編
成
さ
れ
た
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す
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今
後
の
財
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運
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と
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型
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の
更
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ど
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、
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期
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状
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の
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力
性
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す
指
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、
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常
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支
比
率
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止
ま
り
し
て
い
る
理
由
に

つ
い
て
、
公
債
費
や
経
常
的
支
出
の
影
響
で

あ
る
の
か
を
た
だ
し
ま
し
た
。
す
べ
て
の
事

務
事
業
に
つ
い
て
行
政
が
担
う
べ
き
必
要
性

を
検
証
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
か
つ

効
率
的
な
活
用
を
す
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま

し
た
。

　事
業
の
進
ち
ょ
く
や
効
果
な
ど
を
評
価
し
、

次
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
検
討
す
る
事
務
事
業
評

価
で
、
廃
止
や
統
合
と
判
定
し
た
事
業
が
、

そ
の
ま
ま
の
内
容
で
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
に
よ
る
予
算
編
成
を
前
提
に
事

務
事
業
評
価
や
実
施
計
画
ロ
ー
リ
ン
グ
、
横

断
業
務
調
整
会
議
で
経
た
結
果
を
踏
ま
え
て
、

事
業
の
優
先
度
、
費
用
対
効
果
な
ど
あ
ら
ゆ

る
視
点
か
ら
再
検
討
し
予
算
編
成
を
行
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
継
続
事
業
の
見
直

し
や
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
が
必
要
と

提
案
し
ま
し
た
。�

（
工
藤
）

　今
後
も
財
政
的
に
厳
し
い
状
況
が
継
続
す

る
中
、
市
役
所
本
庁
舎
や
各
公
共
施
設
の
老

朽
化
、
人
口
減
に
よ
る
市
税
な
ど
の
減
収
、

教
育
の
問
題
、
観
光
施
策
問
題
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
諸
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　歳
入
で
は
公
共
施
設
の
老
朽
化
や
、
機
材

更
新
を
か
ん
が
み
、
受
益
者
負
担
を
増
額
し
、

各
施
設
が
単
独
で
運
営
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
く
べ
き
と
提
案
し
ま
し
た
。

　高
齢
者
の
需
要
が
高
ま
る
地
域
包
括
ケ
ア

支
援
や
町
内
会
役
員
、
民
生
委
員
の
担
い
手

不
足
の
問
題
を
指
摘
し
、
早
期
対
策
の
必
要

性
に
つ
い
て
求
め
ま
し
た
。

　教
育
で
は
新
た
な
学
習
指
導
要
領
へ
の
現

場
の
対
応
状
況
や
特
色
あ
る
登
別
の
教
育
と

の
関
連
付
け
を
た
だ
し
ま
し
た
。
研
修
機
会

の
充
実
や
英
語
教
育
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
づ
く

り
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
総
ぐ
る
み
で

教
育
目
標
を
達
成
す
る
体
制
づ
く
り
と
し
て
、

登
別
版
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
推
進

す
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　観
光
で
は
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
の
向
上
に

よ
る
、
イ
メ
ー
ジ
の
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

　最
後
に
公
助
、
共
助
、
自
助
の
役
割
を
果

た
す
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
協
力
し
合
い

な
が
ら
ど
う
し
た
ら
実
現
で
き
る
か
に
つ
い

て
検
討
を
行
う
べ
き
と
提
案
し
ま
し
た
。

�

（
杉
尾
）

質
　ス
マ
ホ
に
関
連
し
た
い
じ
め
を
防
ぐ
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。
ま
た
、
今
後

の
課
題
は
。

答
　ス
マ
ホ
ル
ー
ル
を
作
成
し
周
知
し
て
い

る
が
、
ま
だ
浸
透
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
現

段
階
で
、
他
種
の
い
じ
め
に
比
べ
て
ト
ラ
ブ

ル
の
事
例
は
多
く
な
い
も
の
の
、
今
後
さ
ら

な
る
ス
マ
ホ
の
普
及
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
早
い
段
階
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　ス
マ
ホ
の
利
用
に
関
し
て
は
、
各
学
校
に

お
い
て
課
題
を
継
続
的
に
取
り
上
げ
て
も
ら

い
、
改
善
策
を
考
え
て
い
き
た
い
。

�

（
宮
武
）

質
　平
成
30
年
度
の
小
中
学
校
の
耐
震
化
率

と
未
耐
震
の
学
校
の
状
況
は
。

答
　耐
震
化
率
は
7９
・
5
％
で
、
平
成
32
年

度
に
は
幌
別
西
小
学
校
、
登
別
小
学
校
、
幌

別
東
小
学
校
、
幌
別
中
学
校
の
耐
震
化
が
完

了
す
る
予
定
で
あ
る
。

質
　登
別
市
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
が
平

成
31
年
度
に
改
定
さ
れ
る
が
、
校
区
内
に
市

営
住
宅
を
抱
え
る
学
校
へ
の
影
響
は
。

答
　学
校
と
公
営
住
宅
の
あ
り
方
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
影
響
な
ど
を
都
市
整
備
部
と
協

議
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か
考

え
て
い
き
た
い
。�

（
木
村
）

　平
成
31
年
度
よ
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
用
い
て
住
民
票
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付

を
始
め
る
意
向
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
導
入
に

は
高
額
な
シ
ス
テ
ム
改
修
費
が
必
要
と
な
る

た
め
、
開
始
ま
で
の
1
年
間
に
お
い
て
、
コ

ン
ビ
ニ
交
付
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
場
合
の

費
用
対
効
果
の
検
証
を
行
う
こ
と
を
提
案
し

ま
し
た
。
年
間
7
万
件
あ
る
証
明
書
発
行
業

務
の
80
％
が
コ
ン
ビ
ニ
交
付
に
移
行
で
き
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
人
件

費
縮
減
や
支
所
再
編
の
可
能
性
に
つ
い
て
検

討
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

�

（
辻
）

予算・決算委員会（平成30年度予算審査）総括質疑、各委員の質疑

市

民
・
前

進

市
政
ク
ラ
ブ
21

厳
し
い
財
政
の

�

予
算
編
成
方
法
を
た
だ
す

市
民
の
福
祉
向
上
が
で
き
る

�

予
算
編
成
に

い
じ
め
を
防
止
す
る
取
り
組
み
は

学
校
の
耐
震
化

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
活
用
に
向
け
て

※

※ホスピタリティー…丁重なもてなし。また、もてなしの心。

33 議会だより　でぃすかす



予算・決算委員会（平成30年度予算審査）各委員の質疑

質
　現
在
ま
で
市
内
防
犯
灯
の
省
エ
ネ
化
は

ど
の
程
度
ま
で
進
ん
だ
の
か
。

答
　防
犯
灯
は
全
部
で
４
千
356
基
あ
り
、
そ

の
う
ち
２
千
345
基
が
省
エ
ネ
化
を
完
了
し
た
。

普
及
率
は
５3
・
83
％
で
あ
る
。

質
　全
量
切
り
替
え
が
完
了
し
た
町
内
会
が

あ
る
中
、
補
助
上
限
額
が
５
万
円
か
ら
３
万

円
に
減
額
し
た
場
合
の
影
響
と
今
後
は
。

答
　現
在
の
補
助
額
の
平
均
は
３
万
円
に
達

し
て
お
ら
ず
、
負
担
額
の
影
響
は
少
な
い
。

　す
べ
て
省
エ
ネ
化
す
る
計
画
で
、
平
成
3４

年
度
末
に
は
100
％
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

�

（
千
田
）

質
　昨
今
ほ
か
の
虐
待
に
紛
れ
込
ん
で
発
見

さ
れ
に
く
い
性
的
虐
待
や
心
理
的
虐
待
な
ど

が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
現
状
の
取
り
組
み

を
強
化
す
る
考
え
は
。

答
　啓
発
事
業
は
虐
待
の
種
類
ご
と
に
実
施

し
て
い
る
が
、
性
的
虐
待
は
実
態
の
把
握
が

難
し
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

　心
理
的
虐
待
は
虐
待
と
い
う
認
識
が
な
い

方
も
い
る
の
で
、
啓
発
の
徹
底
に
よ
り
市
民

や
関
係
機
関
に
お
け
る
さ
ら
な
る
意
識
の
向

上
と
、
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
行
い
、

対
応
し
て
い
く
。

�

（
米
田
）

質
　母
子
健
康
手
帳
ア
プ
リ
の
配
信
が
始
ま�

っ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

答
　健
診
結
果
や
予
防
接
種
の
記
録
の
ほ
か
、

子
ど
も
の
成
長
を
記
録
し
た
り
、
市
が
行
う

予
防
接
種
な
ど
の
案
内
や
各
種
制
度
内
容
に

つ
い
て
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

質
　お
母
さ
ん
た
ち
が
出
か
け
や
す
く
な
る

よ
う
に
、
お
む
つ
替
え
や
授
乳
な
ど
が
で
き

る
場
所
の
情
報
提
供
を
行
え
な
い
か
。

答
　今
後
も
利
用
さ
れ
て
い
る
方
々
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、
必
要
な
情
報
を
追
加
し
て

利
用
し
や
す
い
も
の
と
し
て
い
き
た
い
。

�

（
小
栗
）

質
　Ｄ
Ｖ
相
談
先
の
周
知
と
相
談
し
や
す
い

体
制
づ
く
り
は
。

答
　周
知
方
法
と
し
て
、
相
談
先
を
記
載
し

た
ポ
ス
タ
ー
を
市
内
の
公
共
施
設
、
病
院
、

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
に
配
布
・
掲
示
し
て
い
る
。

　ま
た
、
北
海
道
が
相
談
先
を
記
載
し
た
名

刺
サ
イ
ズ
の
カ
ー
ド
を
作
成
し
て
お
り
、
コ

ン
ビ
ニ
の
レ
ジ
の
ほ
か
、
市
役
所
１
階
の
女

性
用
ト
イ
レ
に
も
配
置
し
て
い
る
。

　相
談
の
た
め
に
来
庁
し
た
場
合
は
、
職
員

が
個
室
の
相
談
室
で
対
応
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

�

（
井
野
）

質
　対
象
者
を
拡
大
す
る
内
容
は
。

答
　こ
れ
ま
で
は
、
小
学
校
入
学
前
ま
で
の

通
院
・
入
院
と
小
学
生
の
入
院
を
助
成
対
象

と
し
て
い
た
。
改
正
後
は
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
小
学
生
の
通
院
と
中
学
生
の
通
院
お
よ

び
入
院
ま
で
対
象
を
拡
大
す
る
。

質
　今
回
の
対
象
者
拡
大
に
伴
う
人
数
は
。

答
　非
課
税
世
帯
の
小
学
生
の
通
院
で
130
人
、

中
学
生
の
通
院
と
入
院
で
70
人
の
合
計
200
人

を
見
込
ん
で
い
る
。

質
　拡
大
す
る
医
療
助
成
の
予
算
額
は
。

答
　8
月
診
療
分
か
ら
で
240
万
円
と
な
る
。

�

（
佐
々
木
）

　本
年
度
よ
り
、
移
転
し
た
鷲
別
児
童
館
内

に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
設
し
、
小
学

校
就
学
前
の
児
童
と
保
護
者
を
対
象
と
し
て

い
ま
す
。
以
前
に
視
察
し
た
福
井
県
越
前
市

の
子
ど
も
子
育
て
総
合
相
談
室
の
事
例
を
示

し
、
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
に
対
す
る
相
談
窓

口
を
一
元
化
し
て
い
く
べ
き
と
提
案
し
ま
し

た
。
そ
れ
に
対
し
、
福
祉
、
教
育
な
ど
の
関

係
機
関
と
柔
軟
に
連
携
協
力
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
今
後
、
体
制
の
あ
り
方
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

�

（
戸
井
）

　介
護
保
険
料
が
、
第
７
期
の
平
成
30
～
32

年
度
で
は
、
基
準
保
険
料
で
1６
％
、
月
額
600

円
、
年
額
で
は
７
千
200
円
の
値
上
げ
の
提
案

で
す
。
第
５
期
か
ら
第
６
期
は
５
・
７
％
の

増
額
で
し
た
。
市
民
か
ら
は
「
保
険
料
が
上

が
っ
た
分
、
利
用
を
減
ら
し
て
い
る
。
」

「
年
金
の
減
額
で
生
活
が
厳
し
い
。
」
な
ど

の
声
が
あ
り
ま
す
。
年
金
受
給
者
の
生
活
を

守
る
た
め
に
、
介
護
給
付
費
準
備
基
金
の
５

億
７
千
万
円
を
で
き
る
だ
け
投
入
し
、
保
険

料
の
値
上
げ
を
抑
え
て
、
６
期
並
み
の
保
険

料
を
維
持
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

�

（
渡
辺
）

防
犯
灯
補
助
金
減
額
の
影
響
と
今
後
は

児
童
虐
待
防
止
啓
発
の
取
り
組
み
は

母
子
健
康
手
帳
ア
プ
リ
が
始
ま
り
ま
し
た

Ｄ
Ｖ
被
害
の
相
談
は

子
ど
も
医
療
費
助
成
対
象
者
拡
大
の
内
容
は

鷲
別
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

介
護
保
険
料
は
６
期
並
み
維
持
を

生
活
・
福
祉
に
関
す
る
こ
と

▲新たに開設した鷲別子育て支援センター

予算・決算委員会（平成30年度予算審査）各委員の質疑

質
　平
成
30
年
度
の
介
護
保
険
特
別
会
計
は
、

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
初
年
度
と
な

る
が
、
地
域
支
援
事
業
に
お
け
る
任
意
事
業

の
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
費
146
万
３

千
円
に
対
す
る
過
去
の
相
談
件
数
や
研
修
へ

の
市
民
参
加
の
現
状
は
。

答
　室
蘭
市
と
の
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
関

す
る
協
定
に
基
づ
く
連
携
事
業
で
、
相
談
利

用
件
数
は
、
平
成
28
年
度
５0
件
、
平
成
2９
年

度
（
２
月
末
）
38
件
。
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
は
、
平
成
2５
年
度
以
降
22
名
が
参
加
し
、

市
民
後
見
人
の
選
任
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

�

（
天
神
林
）

質
　Ｊ
Ｒ
登
別
駅
舎
内
に
あ
る
観
光
案
内
所

が
改
札
口
か
ら
見
え
に
く
い
。
今
後
に
向
け

て
工
夫
す
る
考
え
は
。

答
　利
用
者
か
ら
案
内
所
が
見
え
に
く
い
と

い
う
問
題
は
認
識
し
て
お
り
、
来
年
度
に
向

け
て
、
駅
舎
の
天
井
部
や
目
に
付
き
や
す
い

場
所
に
、
誘
導
看
板
を
設
置
す
る
予
定
で
あ

る
。　ま

た
、
案
内
所
の
壁
面
も
、
掲
示
物
を
多

く
張
り
す
ぎ
た
反
省
か
ら
、
掲
示
物
を
選
別

し
、
利
用
者
が
分
か
り
や
す
い
案
内
所
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
。

�

（
村
井
）

質
　補
助
金
300
万
円
を
増
額
し
た
理
由
は
。

答
　空
き
家
の
利
活
用
促
進
を
目
的
と
し
、

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
補
助
制
度
を
創
設
し
た
。

　昭
和
５7
年
以
降
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
を
購

入
し
、
300
万
円
以
上
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を

行
う
所
有
者
に
対
し
補
助
す
る
。
１
件
当
た

り
で
は
、
基
本
額
70
万
円
の
補
助
に
併
せ
て
、

子
供
１
人
に
つ
き
10
万
円
、
上
限
30
万
円
を

加
算
し
、
最
大
100
万
円
と
な
る
。
な
お
、
工

事
は
市
内
業
者
と
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て

い
る
。

�

（
杉
尾
）

質
　カ
ル
ル
ス
温
泉
ス
キ
ー
場
事
業
で
、
経

営
診
断
等
調
査
業
務
委
託
に
よ
り
経
営
診
断

を
行
う
理
由
は
。

答
　コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
サ
ン
ラ
イ
バ
ス
キ�

ー
場
の
現
状
、
収
支
見
通
し
お
よ
び
修
繕
計

画
、
経
営
に
関
す
る
問
題
点
の
抽
出
、
地
域

経
済
波
及
効
果
な
ど
の
分
析
を
委
託
し
整
理

す
る
。
そ
の
結
果
を
基
に
、
将
来
に
わ
た
っ

て
安
定
的
に
サ
ン
ラ
イ
バ
ス
キ
ー
場
を
経
営

し
て
い
く
た
め
の
中
長
期
的
計
画
を
策
定
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

�

（
工
藤
）

質
　登
別
市
は
住
宅
地
を
流
れ
る
河
川
が
多

い
。
登
別
地
区
の
伏
古
別
川
は
主
要
道
の
道

道
２
号
線
沿
い
を
流
下
し
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別

病
院
建
設
予
定
地
横
を
流
れ
て
い
る
が
、
現

況
調
査
と
し
ゅ
ん
せ
つ
の
予
定
は
。

答
　同
河
川
は
平
成
32
年
度
に
現
況
調
査
を

行
う
予
定
で
あ
る
。
調
査
実
施
前
に
河
川
を

巡
回
し
、
実
施
河
川
を
決
定
す
る
も
の
の
、

パ
ト
ロ
ー
ル
、
市
民
か
ら
の
通
報
で
土
砂
や

流
木
に
よ
る
流
れ
の
阻
害
や
異
変
を
確
認
し

た
際
は
、
必
要
に
応
じ
緊
急
的
に
し
ゅ
ん
せ

つ
や
清
掃
な
ど
の
措
置
を
と
っ
て
い
き
た
い
。

�

（
若
木
）

質
　川
上
公
園
内
に
あ
る
ロ
ー
ラ
ー
滑
り
台

の
現
状
と
今
ま
で
の
補
修
費
用
は
。

　ま
た
、
新
し
い
遊
具
選
定
の
合
意
形
成
は
。

答
　ロ
ー
ラ
ー
滑
り
台
は
、
各
部
材
が
30
年

経
過
し
損
傷
・
腐
食
が
進
行
し
て
い
る
。

　特
に
ロ
ー
ラ
ー
部
は
過
去
５
年
間
で
６2
万

８
千
円
の
修
理
費
用
が
か
か
り
、
一
時
的
に

使
用
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
た
。

　遊
具
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
市
内
の
児
童

や
保
護
者
な
ど
を
対
象
に
意
見
を
収
集
し

ニ
ー
ズ
を
反
映
す
る
。

�

（
二
瓶
）

成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
の
現
状
は

観
光
客
に
分
か
り
や
す
い
観
光
案
内
所
を

空
き
家
対
策
事
業
費
増
額
の
理
由
は

カ
ル
ル
ス
温
泉
ス
キ
ー
場
の
経
営
の
あ
り
方

河
川
の
維
持
補
修
の
予
定
は

川
上
公
園
内
の
遊
具
選
定
は
い
か
に

生
活
・
福
祉
に
関
す
る
こ
と

観
光
・
経
済
・
都
市
整
備
に
関
す
る
こ
と

▲改札を出ると、右手奥側にある案内所

▲川上公園のローラー滑り台

34� 議会だより　でぃすかす
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質
　現
在
ま
で
市
内
防
犯
灯
の
省
エ
ネ
化
は

ど
の
程
度
ま
で
進
ん
だ
の
か
。

答
　防
犯
灯
は
全
部
で
４
千
356
基
あ
り
、
そ

の
う
ち
２
千
345
基
が
省
エ
ネ
化
を
完
了
し
た
。

普
及
率
は
５3
・
83
％
で
あ
る
。

質
　全
量
切
り
替
え
が
完
了
し
た
町
内
会
が

あ
る
中
、
補
助
上
限
額
が
５
万
円
か
ら
３
万

円
に
減
額
し
た
場
合
の
影
響
と
今
後
は
。

答
　現
在
の
補
助
額
の
平
均
は
３
万
円
に
達

し
て
お
ら
ず
、
負
担
額
の
影
響
は
少
な
い
。

　す
べ
て
省
エ
ネ
化
す
る
計
画
で
、
平
成
3４

年
度
末
に
は
100
％
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

�

（
千
田
）

質
　昨
今
ほ
か
の
虐
待
に
紛
れ
込
ん
で
発
見

さ
れ
に
く
い
性
的
虐
待
や
心
理
的
虐
待
な
ど

が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
現
状
の
取
り
組
み

を
強
化
す
る
考
え
は
。

答
　啓
発
事
業
は
虐
待
の
種
類
ご
と
に
実
施

し
て
い
る
が
、
性
的
虐
待
は
実
態
の
把
握
が

難
し
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

　心
理
的
虐
待
は
虐
待
と
い
う
認
識
が
な
い

方
も
い
る
の
で
、
啓
発
の
徹
底
に
よ
り
市
民

や
関
係
機
関
に
お
け
る
さ
ら
な
る
意
識
の
向

上
と
、
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
行
い
、

対
応
し
て
い
く
。

�

（
米
田
）

質
　母
子
健
康
手
帳
ア
プ
リ
の
配
信
が
始
ま�

っ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

答
　健
診
結
果
や
予
防
接
種
の
記
録
の
ほ
か
、

子
ど
も
の
成
長
を
記
録
し
た
り
、
市
が
行
う

予
防
接
種
な
ど
の
案
内
や
各
種
制
度
内
容
に

つ
い
て
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

質
　お
母
さ
ん
た
ち
が
出
か
け
や
す
く
な
る

よ
う
に
、
お
む
つ
替
え
や
授
乳
な
ど
が
で
き

る
場
所
の
情
報
提
供
を
行
え
な
い
か
。

答
　今
後
も
利
用
さ
れ
て
い
る
方
々
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、
必
要
な
情
報
を
追
加
し
て

利
用
し
や
す
い
も
の
と
し
て
い
き
た
い
。

�

（
小
栗
）

質
　Ｄ
Ｖ
相
談
先
の
周
知
と
相
談
し
や
す
い

体
制
づ
く
り
は
。

答
　周
知
方
法
と
し
て
、
相
談
先
を
記
載
し

た
ポ
ス
タ
ー
を
市
内
の
公
共
施
設
、
病
院
、

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
に
配
布
・
掲
示
し
て
い
る
。

　ま
た
、
北
海
道
が
相
談
先
を
記
載
し
た
名

刺
サ
イ
ズ
の
カ
ー
ド
を
作
成
し
て
お
り
、
コ

ン
ビ
ニ
の
レ
ジ
の
ほ
か
、
市
役
所
１
階
の
女

性
用
ト
イ
レ
に
も
配
置
し
て
い
る
。

　相
談
の
た
め
に
来
庁
し
た
場
合
は
、
職
員

が
個
室
の
相
談
室
で
対
応
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

�

（
井
野
）

質
　対
象
者
を
拡
大
す
る
内
容
は
。

答
　こ
れ
ま
で
は
、
小
学
校
入
学
前
ま
で
の

通
院
・
入
院
と
小
学
生
の
入
院
を
助
成
対
象

と
し
て
い
た
。
改
正
後
は
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
小
学
生
の
通
院
と
中
学
生
の
通
院
お
よ

び
入
院
ま
で
対
象
を
拡
大
す
る
。

質
　今
回
の
対
象
者
拡
大
に
伴
う
人
数
は
。

答
　非
課
税
世
帯
の
小
学
生
の
通
院
で
130
人
、

中
学
生
の
通
院
と
入
院
で
70
人
の
合
計
200
人

を
見
込
ん
で
い
る
。

質
　拡
大
す
る
医
療
助
成
の
予
算
額
は
。

答
　8
月
診
療
分
か
ら
で
240
万
円
と
な
る
。

�

（
佐
々
木
）

　本
年
度
よ
り
、
移
転
し
た
鷲
別
児
童
館
内

に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開
設
し
、
小
学

校
就
学
前
の
児
童
と
保
護
者
を
対
象
と
し
て

い
ま
す
。
以
前
に
視
察
し
た
福
井
県
越
前
市

の
子
ど
も
子
育
て
総
合
相
談
室
の
事
例
を
示

し
、
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
に
対
す
る
相
談
窓

口
を
一
元
化
し
て
い
く
べ
き
と
提
案
し
ま
し

た
。
そ
れ
に
対
し
、
福
祉
、
教
育
な
ど
の
関

係
機
関
と
柔
軟
に
連
携
協
力
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
今
後
、
体
制
の
あ
り
方
を

検
討
し
て
い
き
た
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

�

（
戸
井
）

　介
護
保
険
料
が
、
第
７
期
の
平
成
30
～
32

年
度
で
は
、
基
準
保
険
料
で
1６
％
、
月
額
600

円
、
年
額
で
は
７
千
200
円
の
値
上
げ
の
提
案

で
す
。
第
５
期
か
ら
第
６
期
は
５
・
７
％
の

増
額
で
し
た
。
市
民
か
ら
は
「
保
険
料
が
上

が
っ
た
分
、
利
用
を
減
ら
し
て
い
る
。
」

「
年
金
の
減
額
で
生
活
が
厳
し
い
。
」
な
ど

の
声
が
あ
り
ま
す
。
年
金
受
給
者
の
生
活
を

守
る
た
め
に
、
介
護
給
付
費
準
備
基
金
の
５

億
７
千
万
円
を
で
き
る
だ
け
投
入
し
、
保
険

料
の
値
上
げ
を
抑
え
て
、
６
期
並
み
の
保
険

料
を
維
持
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

�

（
渡
辺
）

防
犯
灯
補
助
金
減
額
の
影
響
と
今
後
は

児
童
虐
待
防
止
啓
発
の
取
り
組
み
は

母
子
健
康
手
帳
ア
プ
リ
が
始
ま
り
ま
し
た

Ｄ
Ｖ
被
害
の
相
談
は

子
ど
も
医
療
費
助
成
対
象
者
拡
大
の
内
容
は

鷲
別
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

介
護
保
険
料
は
６
期
並
み
維
持
を

生
活
・
福
祉
に
関
す
る
こ
と

▲新たに開設した鷲別子育て支援センター

予算・決算委員会（平成30年度予算審査）各委員の質疑

質
　平
成
30
年
度
の
介
護
保
険
特
別
会
計
は
、

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
初
年
度
と
な

る
が
、
地
域
支
援
事
業
に
お
け
る
任
意
事
業

の
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
費
146
万
３

千
円
に
対
す
る
過
去
の
相
談
件
数
や
研
修
へ

の
市
民
参
加
の
現
状
は
。

答
　室
蘭
市
と
の
定
住
自
立
圏
の
形
成
に
関

す
る
協
定
に
基
づ
く
連
携
事
業
で
、
相
談
利

用
件
数
は
、
平
成
28
年
度
５0
件
、
平
成
2９
年

度
（
２
月
末
）
38
件
。
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
は
、
平
成
2５
年
度
以
降
22
名
が
参
加
し
、

市
民
後
見
人
の
選
任
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

�

（
天
神
林
）

質
　Ｊ
Ｒ
登
別
駅
舎
内
に
あ
る
観
光
案
内
所

が
改
札
口
か
ら
見
え
に
く
い
。
今
後
に
向
け

て
工
夫
す
る
考
え
は
。

答
　利
用
者
か
ら
案
内
所
が
見
え
に
く
い
と

い
う
問
題
は
認
識
し
て
お
り
、
来
年
度
に
向

け
て
、
駅
舎
の
天
井
部
や
目
に
付
き
や
す
い

場
所
に
、
誘
導
看
板
を
設
置
す
る
予
定
で
あ

る
。　ま

た
、
案
内
所
の
壁
面
も
、
掲
示
物
を
多

く
張
り
す
ぎ
た
反
省
か
ら
、
掲
示
物
を
選
別

し
、
利
用
者
が
分
か
り
や
す
い
案
内
所
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
。

�

（
村
井
）

質
　補
助
金
300
万
円
を
増
額
し
た
理
由
は
。

答
　空
き
家
の
利
活
用
促
進
を
目
的
と
し
、

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
補
助
制
度
を
創
設
し
た
。

　昭
和
５7
年
以
降
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
を
購

入
し
、
300
万
円
以
上
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を

行
う
所
有
者
に
対
し
補
助
す
る
。
１
件
当
た

り
で
は
、
基
本
額
70
万
円
の
補
助
に
併
せ
て
、

子
供
１
人
に
つ
き
10
万
円
、
上
限
30
万
円
を

加
算
し
、
最
大
100
万
円
と
な
る
。
な
お
、
工

事
は
市
内
業
者
と
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て

い
る
。

�

（
杉
尾
）

質
　カ
ル
ル
ス
温
泉
ス
キ
ー
場
事
業
で
、
経

営
診
断
等
調
査
業
務
委
託
に
よ
り
経
営
診
断

を
行
う
理
由
は
。

答
　コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
サ
ン
ラ
イ
バ
ス
キ�

ー
場
の
現
状
、
収
支
見
通
し
お
よ
び
修
繕
計

画
、
経
営
に
関
す
る
問
題
点
の
抽
出
、
地
域

経
済
波
及
効
果
な
ど
の
分
析
を
委
託
し
整
理

す
る
。
そ
の
結
果
を
基
に
、
将
来
に
わ
た
っ

て
安
定
的
に
サ
ン
ラ
イ
バ
ス
キ
ー
場
を
経
営

し
て
い
く
た
め
の
中
長
期
的
計
画
を
策
定
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

�

（
工
藤
）

質
　登
別
市
は
住
宅
地
を
流
れ
る
河
川
が
多

い
。
登
別
地
区
の
伏
古
別
川
は
主
要
道
の
道

道
２
号
線
沿
い
を
流
下
し
、
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別

病
院
建
設
予
定
地
横
を
流
れ
て
い
る
が
、
現

況
調
査
と
し
ゅ
ん
せ
つ
の
予
定
は
。

答
　同
河
川
は
平
成
32
年
度
に
現
況
調
査
を

行
う
予
定
で
あ
る
。
調
査
実
施
前
に
河
川
を

巡
回
し
、
実
施
河
川
を
決
定
す
る
も
の
の
、

パ
ト
ロ
ー
ル
、
市
民
か
ら
の
通
報
で
土
砂
や

流
木
に
よ
る
流
れ
の
阻
害
や
異
変
を
確
認
し

た
際
は
、
必
要
に
応
じ
緊
急
的
に
し
ゅ
ん
せ

つ
や
清
掃
な
ど
の
措
置
を
と
っ
て
い
き
た
い
。

�

（
若
木
）

質
　川
上
公
園
内
に
あ
る
ロ
ー
ラ
ー
滑
り
台

の
現
状
と
今
ま
で
の
補
修
費
用
は
。

　ま
た
、
新
し
い
遊
具
選
定
の
合
意
形
成
は
。

答
　ロ
ー
ラ
ー
滑
り
台
は
、
各
部
材
が
30
年

経
過
し
損
傷
・
腐
食
が
進
行
し
て
い
る
。

　特
に
ロ
ー
ラ
ー
部
は
過
去
５
年
間
で
６2
万

８
千
円
の
修
理
費
用
が
か
か
り
、
一
時
的
に

使
用
で
き
な
い
状
況
に
な
っ
た
。

　遊
具
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
市
内
の
児
童

や
保
護
者
な
ど
を
対
象
に
意
見
を
収
集
し

ニ
ー
ズ
を
反
映
す
る
。

�

（
二
瓶
）

成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
の
現
状
は

観
光
客
に
分
か
り
や
す
い
観
光
案
内
所
を

空
き
家
対
策
事
業
費
増
額
の
理
由
は

カ
ル
ル
ス
温
泉
ス
キ
ー
場
の
経
営
の
あ
り
方

河
川
の
維
持
補
修
の
予
定
は

川
上
公
園
内
の
遊
具
選
定
は
い
か
に

生
活
・
福
祉
に
関
す
る
こ
と

観
光
・
経
済
・
都
市
整
備
に
関
す
る
こ
と

▲改札を出ると、右手奥側にある案内所

▲川上公園のローラー滑り台

35 議会だより　でぃすかす
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人のうごき（平成30年4月末日現在）／人口48,556（＋37）世帯24,906（＋103）（　）は前月比

　まだ使えるのに押し入れや部屋の
片隅で眠っているもの、手作り品な
どを多数販売します。
　気に入った衣類や日用品、おもち
ゃなどが安く購入でき、さらには、
思わぬ掘り出し物に出会えるかもし
れません。
　多くの方の来場をお待ちしていま
す。
▶日時　６月24日㈰９時～14時
▶場所　だて歴史の杜大手門内側
▶�問い合わせ　伊達市環境衛生課環
境衛生係（☎０１４２㉓３３３１）

新緑のポロトの森で
ノルディックウオーキング あおぞらフリーマーケット水族館の催し

◎七夕展生体展示
　７月７日の『七夕』にちなんだ名
前の魚を展示します。
▶期間　６月16日㈯～７月７日㈯
◎�ババガレイ給

きゅう

餌
じ

体験と魚とのふれ
あい体験
▶�期間　６月～1０月６日㈯の毎週土
曜日1３時３０分～14時（荒天中止）
※�入館料については、一般4００円、
高校生2００円、中学生以下1００円。
年間パスポートは1,０００円。
▶問い合わせ　市立室蘭水族館
� （☎㉗１６３８）

　ノルディックウオーキングで新緑
のポロトの森を散策しませんか。
▶�日時　６月17日㈰９時３０分（９時
受け付け）
▶�集合場所　ポロト自然休養林ビジ
ターセンター
▶コース　2.4㌔㍍、３.1㌔㍍
▶参加料　３００円（ポール貸出可）
▶持ち物　昼食
▶�申し込み　６月７日㈭までに白老
ノルディックウォーキング愛好会・
堀川さん
� （☎０１４４�３１５２）

問い合わせ
同実行委員会事務局・川田さん
（☎090－1647－4449）

第６回

夏祭
のぼりべつ

り

のぼりべつ夏祭
りF

フ ェ イ ス ブ ッ ク

acebook
はこちら

ＪＲ幌別駅から
川上公園まで、
無料循環バスを
運行します。

６月30日土12時～21時
７月１日日10時～18時

日時

川上公園
会場

大露店街、こども広場、はたらく
車体験、大抽選会、登別伊達時代
村忍者ショー、ステージイベント、
幌別ダム見学会、地獄の谷の鬼花
火（限定開催）など
※�参加型のイベントもありますの
で詳しくは問い合わせください。

内容

▶�販売店　アーニス（幌別町）、セイ
コーマートなりた店（登別東町）、
温泉市場（登別温泉町）、藤崎わさ
び園（登別温泉町）、つぼ八（市内
各店）など

抽選券付ドリンク券を
1,000円で販売中

～いぶり食と文化の祭典～


